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本邦産主:要針葉樹材の化學的性質に依ろ識別

三 好 束 ー

緖 言

爾來木材の緇別は主さして外観的性賞並に解削學的性質に準掀するを却る。即ち外觀的性 

質に依る」!拾は資材の表現する色,木理の精迥,年輪の橋成或は香氣に掠點を置さ,知Lつ 

皿低 硬度薛の愛素を冬照し布感的に判定するを普通と!3し,又解削學的性喪に依る能別は 

柄物各個龍の表徴する粘物學的辟造の差况,特徼を以て據對さするは衆即の事實なり。然 

るにI孫噸洋しく多吸に及ぷ木材に軒し外赧的性質にのみ依りて是等を赢别せんさす6に當 

りては财からざる經驗を於得するにあらざれば困難を感ずる揚合多く,就中共性貿極めて類 

似するもの.或は材而愛色を生ぜし-占材の如さは全く不可能さ潔めらるるを戡ろ。又本邦産 

主・樹種に關する解制學的ヤ|演にI篇しては旣に中村彌六氏(1882)に依バ若手せられ,弓I 

朝’斯界・の誰&・は以が硏究に努めて其性代を闘明ならしめたるは頡別上貢萩する虑極めて多 

大なるは明かなり。されミも猛共门的を完結し得たりさ湖ふた得さ‘ろはヒノキ旅,モミ髄 

衣ウヒ屬中には倒瞧H伍間の謊別に極めて困難なるものあり。マキ屬5中にも亦多大の樫駁を 

惟母rるにあらざれば细徹鏡的離別は極めTIF1Bさせらるるが如き例縦に依り窺辺するを得 

べし〇此慮に於て外観的性質,並に解削學的性質に塞く敲別法を瑟照し 稍や見解を異にす 

る理化學的方法を適川し,以て各種資材の汲徴する特性を嗣明ならしむるを徂ば,益々詠別 

上檢索せらるべデ峻點全隔實u.つ祥歸に鑑如し衍べくして,ほ往に於ける成祉さ相俟って斯 

界に資する處A少からさ’るべし。

仰:•木!•オの呈色反應に!翩しては窗に十九世紀の初囲に於て實驗•せられたる状?fiを有するも 

是れを誰別に應用せられたるは近時に腕す。即ち針葉剧材ミ潤葉樹材・の識別に賣せらろる「モ 

レイ」反應はMaiik"氏(1901)の試みたる實骚にして木材を先づ過マンガン酸加里液を以 

て處理し次に照酸を以て砥理し,更にアンモニア東添加する事に依り木質化せろ細別膜を深 

紅色に/する反應なり。更にSehorger氏(1917)は實欧の結果木反應はイテフを除外すれ 

ば裸「積物さ被子•批物の雜別に供し街ペチ狀實を發表し,其成緒に城れば踹蕖樹桔紅色を呈 

し針葉樹は褐灰色を!4するものなろも本反應は各樹種の相互間の識別に資するを得ざるもの
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なり。尙杉illHIf-氏(1923)は本邦鎌森子植物三十一祁(外國同種二種)被子植物71•七僅 

(外國樹種八岡)に就3「モレイ」反應を實驗せらる,其成績に依れば殆んど例外なく被子 

栖物たる沏榮樹畛二罩子葉植物の材は紅色或は深紅色を里し,裸子切物たる创菜樹业にイテ 

フ,ナギ淳の材は黄色戒:は俗黄尚色を呈するを戏たり。而してShanna氏に依れば本反應は 

資材の木口•枉目,板目乃何れの材而に於ても明舲に現はれ又心材廷材に於ける反應に差異 

を忌めずさ湖ふ。Crocker氏に依れば斯の如台反應を牡するは「リグニン」さ共に存在する 

微・M!の「アルテ・ヒード」に起因するものにして是れが黑素化に依りて「フェノールフクレー 

ン」さ同様なる性質を示し「アンモニャ］を以て曲理する事に依り濶葉樹材は紅色を呈する 

ものならんさ湿ふ。木材位出液は成る種の材に於ては染料化學的見地より化學&に依り展々 

研究せられたる事蹟を有するも是れを資材の廠別に實際上利用せし例藏は少なし。本邦に於 

て木材浸出液の螢光現糸を陇察し是れを識別に應用せしは藤岡光長氏(1917)の研究に依る 

成劉を有す。氏は紅花偶材,唐木及銘木瑯白に本邦産木材辛の水溶液に就き螢光現象を渦壳 

し木材中に於て螢光を發する物質は此皎的廣汎に分布し,特に熱帶産樹即に多く本邦恭木・才 

中に於てもmm材に存在する収を湖め,是等の存:在が木材飄別上会考に資し得べき成紹を 

表はゼり。又同氏の創・葉物材に伽する水後出液の實扱に依れば何等發光現象を,忍めずし・て, 

水浸出液に盤酸,苛性加里を加用せし埸合の關驗液の色凋には愛苦なる理象な9も,唯スギ 

材の水浸出液のみは「アルカリ」によりて紫赤色を呈せしはこの材の特微ミせらる。金平亮 

三氏(1926)は發光勇象に碧する調査成統中例•葉杪附中「ビャクシン」のみは顯澤なる帶光 

あ冇する特性あるを報皆せらるe斯くの如く木材の水浸出液に現はる、衆光現糸を呈する物 

質の化學的構造に關しては未だ詳細ならざるも,-般に木材水浸出液の螢光現象はAesculin, 

Fraxin等の推原質(Glucoside)乃至共分解生成物に起因するものさ稱せられ,物質の分0は 

木材部は樹皮部或:は樹很部よりも僅少なりさ御ふ。又金平亮三氏(1926)は木材のアルコール 

浸出液を成酸酸性に於て還元しFlavone檢出反•應をMみ木材の:i®別に資せらる。Flavone 

誘郷蹟は一般槌物に廣く分布する物賞にして糖物の生育に骨して障容を與ふる紫外線を吸收 

する作川を有するものさして対Iらる。從って我皮細砲に存在する揚合は對滯地方成は高山地 

帝に於ては姒も多一;正に含冇"せらる»白’木材,就中心は部に含けせらる、塌合は,力•・る生 

理的圈係に因らざるべし。是れが檢出方法は先づ木材な削りて試驗管に入れアルn 一刀な添 

加して浸出液を作り,涙瘦酸數禍を滴Fして酸性液ミ爲し,之れに水鈕の小扱及び每屬-•・グネ 

シューム粉末を如ふ。然る哮に發生する水素に依りi'lnv。眼统拥盼は還元せられ滔液仃紅 

色を呈するものにして即ちAnthocyaninの生成に原因す。金平充三氏［1926)は同方法に 

依り本邦産材,比诽賞産材,；|匕米合衆國産+才,英領印度產材??に就9多數の供試材を渕査し 

共成知を貪表せらkたり。其成钮に依れば氏は針葉樹材・中Fliivone反應を呈する樹極は 

PseiKlotsuga, Larix 並に ?icudolarix の二珊ミせらる。最近 Dadswell,H. E・氏(1932) 

は木材’の水成はアルコール抽出物に段燃を添加し「タンニン」の靑色反慰を呈する成糾に依 

り,乂灰ホ中のアルカリ度を定;止的に測定する方法に依り,木材の分類に庶用して好結果を 

得たりさWJふ。峡岡光:長•江眯題兩氏(1932)は供试隅咽百际に及ぶ針濶葉刷程材中にて五 

焚松寸及びサクラ類のい时水汶应はフオルマリン加用に依り乳白色の濁りを生ずる事鈍部な 

るを段察し,該材・の敲別除點Sして充分なるを蹈められ又松心材部づ鸵届を採り煮沸水中に 

投じたろ後共冷却を得らフォルマリン水を滴加すれば二葉松さ五菜松材•殊に姫子松及ぴ朝鮮 

松の如さ深江色材・さを容刻にILつ明瞭に潴別し得たりさ謂ふ。尙Jauffret氏は印度米材, 

- •・ダカ・スカル島産材,東京:産ほ,佛館¥ヤナ産材に就ナ蒸溜水,アルカリ性水,酸性水並に 

9". %アルコールの注H液を作〇足寿の化學的性質を比較・究し以て識別に資するを得たり 

さ胡ふC III中勝占氏(1925)はエゾマッさトト・マッ材さの識別に資するため資材面に直接濃 

煎養¢38%)を沼jドし!"I然乾燎浚典色調物色(を呈せしものをトドマツさ!3し淡臨灰色戍は無 

色にして著しき登化なきものをエゾマッさ!3し得たりさ闹ふ。

殺上せし例縫は茨往に於て實臉せられたる主なる成積の横妥を插錄せしものにして一般木 

仔に!用する化學的性質に依る識別法の趨弟を窺封】し得べくして,尙足けの實瑜に襖聯し持に 

材を使用せず樹吱のー以分"なろ作酸石灰の辖晶に省眼し樹皮を燃爐せし揚合に生ずる故俅に 

依り識別の榛Wiに資せんさせし成績も亦盼からず。是、,华の成側二依れば化學的性跋に恭く識 

別法は比皎的容易にして！1つ正蔭を期し得べ岂ものにして,解剖學的識別法さ相俟って是れ 

が完成;を叫し得れは實際上利する處盼からざるを阚む。技に滴K•は髭學士牧歩・次郞氏さ共 

に崖れが研究に努めたる結果,終に木付御料地産ヒノキ,サハラ,アスナロ,・ズコ,カウ 

ャヾキ其他數種の針葉期材にI闵しては共心材粉次に濃羅酸成は濃硫酸加用に依る呈色反應並 

に心材粉末アルコール波出液の濃藏酸に對する呈色反應客の方法に幕含版別上战も顼著な6 

掠點を發見せしを以TB/U1I八年四月其の成績の一部を!S波せり。猫ほ引蹟含本硏究を進むる 

に及ぴ唯に澈別上の據點を得たるに此まらず木材•に幕する化學的性饿の謝査硏究將又梢物分 

預學上に資する慮多々あるを惟ひ,敗に本邦床主耍剑葉樹に關する成鶴をV漸め敢て報吿す。

因に本研究に當りては段學士牧野幸次那氏の絕大なる證力に依るものにして效に共勞を深



4

謝するさ共に供材採集になり好旋の劳を執られたろ栉太塵今井弁氏•甫な猗林肪松川杰佐氏 

离加營林局職弟ほ太郎氏,奈良縣作日神社窑司江兑咕狠氏・石川縣珠洲“I;寶立村黑湖耕占氏 

安城農林學校繪了•善九郞氏並に當’局束京支局’木曾支局,名古吊交用•,壮竭必j管内關係寐 

1Aに我し其好租を多謝す。

供 試 材

早HI次:就氏著務植物分須想(1933)に依ればII本庶球果抽物はJL:數じ十三秆に役び,尙個 

有植物さして三種を羯眦せらるゝを以て是等;にイテフ科に於するイテフを加ふれば本邦遼針 

葉囹は七»・餘種に達するも此近には#:苫の鬼巣し得たる供試材即ち第一義の如くイテフ同イ 

テフ,毬科植物に,扬するイチヰ外三十三强合!U三十7,••种にして,・さして本邦に分布するI•: 

妾樹秣:iす。猶發考に資する目的を以て外殒産樹揷たる落初いを加へた膈

供試樹極に购する分類はr!担して甲川文蔵氏部彻分類學裸子楸物盜に依く),カウヤマキ 

科•世にスギ科植物の分類に關しては同氏の論說を冬照せり。

各供就材産地は本硏:充に供せし資材中代表哲ミ光做さるべ浄一個雖を便宜上掲載せしもの 

にして,實驗に際しては主茨樹関に就台ては可及的康汎なる範网にHり試’駁材を採集して足 

れを比較し以て談別に資する據點を究め實際上隴實性の咐進に努めたり。即ち所部］水竹五木 

さ稱せらる・冇變樹称中ヒノキは依に著名・が調査發表せし木邦內地に現存する天然生林分布 

の狀態を会照し可及的に環境を與にする各地より供試材を採集し其総数沂拾餘に及べり。

アスナロは北海酒渡呜阈槍山郡’當•局札幌セ局代内」:の团爪業而內にて俗稱「ヒノキアスナ 

口」及び厂スギアスナロ」等は其北部限界・さ見做して供試材を採取し靑恭梵林財大畑/林菖 

増川软林暑,啧石營林署旅ヒバ材並に當扁木@師料地內より蒐集ぜし供試材はJE郷セミ見做 

し,相五間の性質を比校するさ共に猶ほ会考に資するため石川縣球洲辟寳立村より俗荆「ク 

サアテ」「カナアテ』-マアテ」筈の供試材を採集せり〇

カウヤ、・キは主さして當局木仰御粗地旳より採集せし資材を状驗に供せしも尙ほ高知皆林 

局管內魚梁湘密林署部内産資材を悪考に資し,サハラ,辛ズコ非は當•局木伸御料地姦資材を 

使HJせり。猫ほvキ濫,モミ岫 タウヒ簡に風する供,试材ら亦可"及的廣汎なる範倒にKり採 

集に努めたりしもナ¥,トガサハラ,ヤツガ・クケタウヒ,ヒメパラモミ,シコタンマッ,ク 

ろウシ!!ウ,カウヤウがン,・ズミサシ等は採集の留合上唯一個«?に就む淌査せしものにし 

て,就中々イワンスギは採集月日明蜘なる供試材を仃せざりし爲め為・堵に持合せし資材の一 

部を便川せり。

是吾供せ材.は1,1924年至193〕年内に伐出し當場に於て足內乾燥を施し氣乾状態に導さたる 

後實験に供したるものにして.供試材の大さに就さてはナギ,ヒメパラモミ‘ヤツガタケク 

ウヒ‘ラクウショッ,ネズミサシ莎は比咬的幼令にして胸爲点卻拾槻内外の小徑木たりしも 

共池の樹球は何れも木付强膈試端!材’の一都を使用せし關係:上樹令百年以上にして胸爲位徑金 

拾鹽」二達せしもの多し。



第一表

餐識L " 物 名
rhint luixncs.

命4子植物 GYMNOSPEKMAE.
イテフ榊

イケフ科

GINKGOALES
GINKGOACEAE

］ ィ‘ フ Ginkgo bi!<jb；i L.

毬果穂物銅

イ十ヰ科

CONIEER.AE
TAXACEAE

2 イ チ 小 Tax .5 cspichtn SI Eft. cl 冲:C.

3 カ ヤ

マ キ 科

Torrey:i nucifern く】•.)SI EB. ct ZUCC.
PODOCAKPACEAE

4 イ…潮 Poclocaqrw nmcropliyllus D. DON

5 , ナ ¥

イメガヤ科

P<xlo<«rp：H Nagi(TlIUNB.^OIJ . ct MORITZ.
CECH\IOTAXACEAE

〇 イ メ ケヤ

マ ン 科

=0 £ 亞科

Ccplmlotnxtis de［皿ca SI I泌•11 Z「OC・ 
riSACEAE

AB1ETOJDEAE
7 毛 4 Ab■(•1 firma SIEB. ct Zl*CC.

S グケDミくクうジr i 它aつ Abtc< homolepi% S!EB. ct ZCCC.

9 T• 5トドマッ Abies Mnricsii MA^T.

10 シ ナ ビ Abies Vcitchii IJNDL.

11 ト ドマッ Ab：e4 心cl函ii:eim：s MAST.
12 1•ザ伊八ワ PisCudote jga Jajx^nion(SHIRASAWA) HEISS—ER
13 ッ ガ Tsugn SielK>Mii CAR It
14 ゴメ ッガ 仙」剖»liverelfblin MAST.
15 タ ク 匸 Picca hondofiisis MAYR

16 ハ V P W Picea polita CAKE.
17 li メパラp 1 Piccn ゝ［nximo诂保汀 REfJICL
】8 Vッカ・タケククじ Picco Koya-Ifni SHIRASAWA
19 アカエヅ Piecn (Slehnii MAST.
20 N ソ・マ ッ Pico我 jezocnsi» CARR.
21 カ ラマン I^rix Kacinpferi くLAMB) SAR<iENT
22 ンブタンマッ Larix dnhurica TUKCZ. var. japonioa MAXIM.

マッ亞科 PINOIDEAE
23 ケ"センマッ Piwia komlcnsitf SIEB. ct ZUCC-
21 匕メ u y ツ Pimts IlimckotmtUu MIYABE cl KUDO
25 ア カ マ ッ Vituin <lciwifl<jrn SI ER cl ZUCC.
20 ク ロ マ ッ 1り«uh Thunbcrgii PAI IF,.

産 名

收京府IN多津酬趴I〕磨窩場用婴W•里帥料地 1933

屮京游兩多項郭・淺川m當船階酒爲011伽科地 1933

1933
1933

1933
1M2

長野愤四境改耶王謨村な局王jffl：lWK9r三涌S料地 

史京府南多摩船!S川町結埸旧屬浴柩山伽科地

1933
1032
1933
1924
1924
1933 
ms 
1924
1924
1924
1933 
1933 
1933
192.1
1903
1933

長野懸四筑股怵上松當•局上め出眼羽小川入omitfi 
n野:ホ四筑章郡上松當局上松出孩所小川入amifi 
里点府當多京邯盛山村爲場附相廿加再料地

千":烤n巾耶小斌h當號附屬户崎野加供旭

1933
1933
1933
1933

同 耶元八王子村山例料地

/旧應奈足市作n神技境內

收京府南俗岸球備山牯Txyj附屬廿叩切師地
長野雑叫舗:净都王祸付當局王範出强所賊川師料地 

骨な明上北第三本木村尚孫苛怵局三本本聲林w部內 

長野穌h功祁玉川村當闩・訪出張所尖馬戶仍粗地 

お狩国札幌耶江野幌波仃林

-m好多弘郡大杉谷村布局整加m果所大杉谷伽料地 

靜岡麗抓浅邯上MiltMW局Mi I涌强所小偽廿帽地
此野縣西筑摩耶ホ祖村衣扃厳原出頓所枯厄澤伽料地 

同 上

卩野程沔埶障［耶惜川村常罚彘艮井出眼所就軍伽件地 

艮野混曲効邯當局渝訪出我所ハツGSD科地 

何 上

天鹽!固上川郡上土別时當M名寄出J!i?f 一橋仰衿地 

石钟国性蚣邯t£別村野幌軒幌凶行林
艮野臨四洗湛郡王桐村當局王浏出强昭即MD H地・ 

抒朱菜演郡榮演H小m空車栗麻內

PL I.

CONIEER.AE
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希戦 
Sample 

No.

植
PInnt mm呻・

メマス・科 LnrNOpri'YACEAE (T.ANODJ \CE/\E)
27 ラクウンt!ク

ス ギ 科

Taxotliuni <Us1idiuin (L・、 TIT CI L 
CRYPTOMERI \CEAI•:

28 ス ¥

タイリンアギ科

Cryplomcria jijKjnica D. DON 
T.MWANIACKAE

29 クイリンス・ 

力ウヤクザン秆

Jaiwania crvptontcrioMcx HAY.Vi'A
CUNNINGHAWACEA E

30 力ウヤウザン 
レ・f

Cjnnii:gh:iin::i larceokiti (I AMめ!IO< K.
*<K

・ウヤマオ科 SCJADOIJTYACEAE
31 力リヤマキ S<!5：i<loj.»Hy4 vci SIMk vt Zl *CC.

•ヒノ キ科

ケロベ亞科

CUPJ{ESSACI：/\P：
THUJOJDEAE

32 アスナ ロ rl liujoj s!s doluhndn SIEB. ct ZUCC
83 ネスコ 

七ノキ亞科

UliijJn SciiuKsliii (GGIU).) CARR.
CUPRESSOID 芯 AE

34 匕 ノ・ Ch:i:nnecy| nris obtiwi SI EB. i t ZUCC.
35 1 サ ハ ラ

ビャクシン亞料

Chatnnccv|x：ir；H piaifi ra SIEfk ct ZUCC.
J USIPEROI DEA K

36 用ス・ミサシ Jmig心 rigi<l：i SIEB. ct ZUCC.

早印文蔵：ー植物分類學

第一卷 裸子植物篇 1933 
X

Hayata, B. - The SCIAUOPJTYACKAJC representer 1 by SCIADOPITYS 

VERTICLLATA SI l：B,祉 ZUCC., an Endemic Species of .Lipan. The 

Bolanical Magazine, Vol. XT.V, No. 54〇•193).

X X

Hayaki,B- The TAXOI)1 ACEA should be divided into several <iistinct 

fumilies, I. e. the TJIMNOPITYACEAIC, CRYI*I'OM 1：RIACEAE, TAIW- 

ANIACEAE and the CUNNINGHAM I ACEA E； nn<l Hiril^r TJC1RACLI- 

NIS shoukl represent n <listinct finnily, the TKTRACLINAC底AJC.

The Botanical Magazine, Vol. XLV1, No. 541.1932.

床 ,名 採•集年旋
H：»biUt. j Date.

束攻府南多母郎価山村當船用屬卄県宙！料地 3933

岩手虾岩手耶架iWV f1瞥林品部內 1933

» 褂

神奈川軽谁久井酔I,野町

長糜訥抗摩都王魂村常局王讃出慢所湖戶川仰叫地

业瞥,&沔我反那削キ當局野尻出强所阿・.再!!片地

払野徳烬 m m;王溫村富馬王斑出拗所三浦仰佃地

は野强西魏療邯王溫甘常耕王漩出强所潴戶川仰四地

同 上

卯、3稣JI佐耶俨t村な局浪捻出强所離音山師料炮

1933

1933

1933
1933

1933
1933

1933
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試 驗 方 法

本識別法は尊ら實際上険!了にして1L又節易に施行し得るを主眼ミなセしを以て其試數方法 

も作横めて容易に實数し徂ろ形扱法を選淀せり。即ら從來の成績に微すれば供航材は说形の 

僵さなし試漿を吭接材面に滴下して反應を儉し或は灸!削丿呂を使川すろ埸合多Sい本法に於 

ては種々比較硏究の結果粉末法に依るを適當さおめたり。而して供队村・の採集に當りてけ邊 

材心材を"別し兩者に就3試漿に對する化學的性質を比枝せしに邊材は多くの場合紫色系に 

屬「る色調を表はし識別上適當・さ殺めざりしを以て愆ら心村部粉末法に依るものミす,尙fl 

つ心材•部は採集時期の差異に依り化學的性質の愛動を生ずる場合僅少なるは供試料さし速君 

なるものミ旳らる。

此處に試築さしては鹽酸,硫酸,アン壬二ア,荷性曹•遂,胡性加里,瞭化銀非を使川し又 

心材粉末に對する没出俐ミしては•アルコール頼,クロロホルノ・,エーテル,ベンせン,四鹽 

仕炭素,二硫化炭素警を試たるも本報佇に於ては實川上液も適當ミ溜めたる粉末濃鹽酸加用 

法,アルコール波出液濃翊酸加用に依ろ方法並に暁化錄祸下法たる三方法に關して主さして 

證咒し共硏究成紐を揭載するに出む。

I- 供試料Sしての心材粉末の御製

氣乾狀態に達せし供就材より邊材部を妝徐9だろ材片を細衡し粉末ミすC粉末は可及的均 

等なる大いさを有するを海當さなすを以て本試驗には粉你機を使川し,/動機に依り一分間 

"〇〇回轉を以て供試材を紛碎し得たる粉末はM徑〇・5mm n筒を通過し,0.25mm目節に止 

まりたる粉末を供試料させり。因に試材は瑕理を包裁せざる正常材を使用し,モミ豚 タウ 

ヒ關の如く外觀的に送材,心材の傾別叨瞭ならざる資材に努しては逞材部の混入せざる様制 

心なる注なを施せ〇 〇實際上诲易なる識別を狀みんさする埸合は便宜上細目鋸に・依〇製作せ 

し耕未を使用するも差支なし。

2.第一法 心材粉末の化學的性質に依る方法

一般に木材は無横酸,主さして飄酸,硫酸のみに依り成:は其他の無谜又は有機化合物に依 

りモ種々なる皇色反應を現はすは溉往に於ける實哝成紐に基声明かにして猶ほ木材に無成酸 

を作川せしめ然る後にアルカリを以て中和し或は水を加川する事に依りて生ずる呈色及應の 

凝化ら亦忽められたる現象なり。されミも足游の反應を木材の毓別に應;| ］せられたる可微は 

極めて僅少なるものの如く Lて主ざして木材各個缺に期する化學的性％ 就中成分の硏究に 

寶せられたる埸合多し。
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本硏究は呈書既往に於ける成泊を瑟照し心材粉末に依る呈色反應を比鮫硏咒し以て木材の 

誌別に應’I】せんミ野めたるものなり。先づ心械冴末の少;Aを試貌たに血り是に濃潮を伯I】 

せしむれば供メ材"|代ちに變色し多くの揚合哉色より黄緑色戒U綠色を呈し肉眼的汀色謝の 

差眞な招か街yしミ就も時冏の経過に作ひ次あに熙色味な加へ,終に黒色に髪ず。樹種に依 

りては緑色を兒し福次黑色に變ずろ現象を觀る。

斯くの如1く心的粉末に涙賺酸を加川するこさに依り各樹種は各料徴ある色調を呈する現象 

は忍め得とさも劉对後に回る牡•色反應は著しく速に進行し粉末は忽ちにして黑色味を堆加す 

ろ囲限上阪分間R變化する色曲を肉瞬的に觀察する邱斬めて困賤なる招合多し。此處に於て 

肉nu的跳別を的蹄ならしむる目的を以て粉末の酸に依る化學的變化の進行な銭察しつ・ 一 5き 

M:の蒸溜水を加川する方法を適川せ()〇為溜水を加川すれば粉末の色调は淡くなるを普辺さ 

なすも樹稀に依りては粉求色調は淺くなり或は反對に深くなる堤合ありて多少の變異を生ず 

るら粉加>表徴する色凋祉鮮明に現はれ旦乂各樹耗は個有の色浏を現はすを以て本研究に於 

ては題めて打利なる珀堡ミなす。是れを例すればモeは濃鹽酸に依り救色を呈し蒸溜水メ加 

川にて淡綠色に52じ共色澗は淡くなり,カウキマキ心材粉末は濃鹽酸にて綠色を呈するも無 

溜水加用にNりて靑色に變じ色澗は•淺くなり,イヌカ•ヤ心材粉衣の我合は浪鹽酸に依り检色 

を兄するも蒸溜氷を加川するこさに依り紫色さ變じ共色調は深くなるが如し。然れミも蒸溜 

水加用後の色澗も亦樹種に依り濃淡深沒を生じ乂共色調の愛化は比較的紋漫なるものもあり 

比校的迅速に進行する瑞合あるも是将のあ澗は比較的に安定なるを以て肉眼的謚別には何等 

の支障をおめず。

此慮に實驗I•.注・ほすべW粉末に加用する酸の濃度,作に畤1用の艮短’並に添加すべ9水 

の依にして,Ini樹悌さ雖白是存の條件を愛化せしむれば共の色調は自ら相違するを認む。 

是れ全例すればカウヤマキ心材物本一定扯宛を各,试險管にmり38%, 25%, 20%, 10%,等 

の各技濃度の锻酸を別個に加||】して一分間放!aし,然る後にー•定畑の蒸溜水をを試騎傍に添 

加して之れを振琳し対末の沈降するを待って俗R司の呈色狀態を波察すれば,盛酸腮常の揚 

合・に於て色糊い,鮮明なる肯色を足し,25,% 20弟の埸合は應酸を以って寇材を潤ほせI峙 

僅かに黄色乃至淡繰色を呈するを觀る。是れに恭酒水を添加すれば,殆んぎ無色に變ず。さ 

れミも20%の蝉酸を使用せし埸合・長好間放置するか或は加熱して反應を促進せしむれば 

浪憊酸(38用)の場合さ近似色を现はすに至るも鮮明ならず。
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次ぎに心材粉末に邮を作心せしむる時間即ち,粉末に㈱酸を加へ,水を添加するまでの 

峙間に關して,實验の結果一分を適當さ認めらるるも樹種に依勺多少の差晃あり。乱にヒノ 

キ供試料の一定址:を试境管にmり,38%瞭濃にて潤ほしたる儘の狀應にて30咬’1分,5分 

10分,30分間害に類別したる後 蒸溜水を等Mづつ添加すれば沈降せる粉末は作川矫間短9 

に過ぎたる場合は極めて淡く,是れに反しRきに退きたる勒合は殆ん辛熙色に繪化する現象 

を験れば前述せし試藥の濃度ミ共に呈色我度を支配する页安因子にして各樹酒に盛する掀別 

に當りては你用時間の均等!を期せざるべからず。

更らに注崽を耍すべ3は暧故を以って粉末を測はしたる後に添加せらるる蒸溜水の分址に 

して實琅に依れば心材粉末0.2grに對し為溜水7e.c.を適當•ミ网めらる。抑々本涂别法に於 

て水を添加するは極めて,I?妥なる個係:を有する要素にして,其の一は心材粉末が酸に依り反 

應せられたる結果現はれたる色Mを持績せしむるた的酸性溶液の儘保たしめ猶ILつ酸に依る 

作用を必妾以上に進康す〇な阻||:せしむるにあり。共の二には心材・粉末に鹽酸を加川せし塩 

合に生じたる色調は蒸湖水を添加するが爲めに飛に色淌が淡くなり此は浅くなる现象を呈す 

るのみならず各紛郁持冇の色調のみが残存する特異性を衣微する等極めて匝耍なる仲用をー仃 

す。是れを例すればヒノキ心材・粉末に盤酸<38%)を加川すれば血に黄色,黄緑色,緑色の 

順序を以て窪化する5h肌判二次笫に黄桐色,赤絹色を帯びたる混合色を呈するがため肉眼的 

には如何な6色澗を以て代表ミ石做し精べきかは俄かに判定するは極めて困難なり,然るに 

此国に一定依の水を添加すれば忽ちにして綠色糸統に同する色謝は悉く消诫して淡紅色のみ 

殛律しILつ安定するを以てヒノキの衣徵する標準色ミして本識別に適川せし色諷!な"。

斯くの如くにして本敵別方法に於ては次の化學反瓯に用きて现るる色調に依るものざす。

心材・・粉末+濃眼!酸(38%) +蒸溜火•色調

而して,實際上には心材・粉木少M C0.2gr)を試驗代に採り38%瞬阪を以て词ほし’•分I用 

放!Kしたる後蒸溜水我は淸水(7c.c：)を添加して振谊L,沈降せる物衣の色弱を觀察するも 

のさ爲すも,特に各樹郁相互の識別に際しては加用する酸の濃度,的IJ時間业に添加する蒸 

溜水のM夺は均淬なるを必妾さす。

柄心折粉末に搦酸を作川せしめ次に添加すべ舎恭激水に代ふるにメタノ ール,エチルアル 

コーノレ等を使用する鬼合は心材・紛衣は:苫色せらるる峯同冲に溶液も亦著しく •著色せらるる埸 

合あり。地れを例すれば當局木竹御料地内に於て採集せしヒノキ,

n,力ウヤラキ等に就9心オ粉末に锻酸(38%)を加用せし後メタノ ールを加用して之れを 
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放置すれば漸次粉kに佐々特徴ある色.知を戌はすミ同時に溶液も亦其色弱に彩色せられ,ヒ 

ノキ,サハラ,ネズコ,カウヤマキ,アスナロは夫々淡橙色,權赤色,枪色,靑色,紫赤色 

の溶液を生ずるを觀る。

乂メタノールを使川する堤合は各樹傾の农徴すろ色調は共差異側かさなり赤色,紫色の系 

統に咼する况合多く出現する關係上共方法は不遮當さ考察せらるるもメタノ ール(メチルア 

ルコール)楼出液の就集により色调を炭す現象は重要視すべさ要點なり。

ふ 第二法 心甘粉农メタノール浸出液の化學的性質に依る方法

心材粉!ミ中メクノ ールに依り禮出せらるる物質は主ミして色素疝 單寧煩,樹脂,精油成 

分さに間するも,足専物質は没出方法,後出温度並に處囲すべ二時剛二依〇て波出せられた 

る物質のh廿こ於ても又成分の种頰に於ても粗異するは想ほし得らるる那實にして:本硏究に於 

ては次ぎの如Iむ方法に基きて淺出液を渦製し以て其化學反應を濂别に應川せんさするものな 

り。即ち心材初辰!grをは%!管に採り之にメタノ ール(98俗)を gc.加用して报盘し室 

温に於て2H.VIHI放辺したる後澹過せり〇然して说過液の一部(4~5c.c.)に少!ftの濃鹽酸を加 

えて所に溫射れば没用液は漸次着色しセの色週は倒関各個胞に仍り各々特徵を現す攻象を政 

る場合あり〇猶濃攜酸を加ふる代りに蛹酸瓦听を而接メタノ ール汕11液に油ずろ财は・・反 

應明瞭なろ翊合多くして本法に依る場合は温むる必要を有せず。

即ら本法は次ぎの化學反應を通l|Jするものなり。

心材初衣メタノ ール波出液+濃燃酸く38%)—>色調

地悬号に資するため心材•メタノ ール浸出液に試樂:Sしてアルカリを加用すれば各鯉菓樹は 

表く黄色(を!r｛し漾別の拣點さして顯肯ならざる成統を現はす｛,唯スギ浸出液のみは黄色を呈 

する求なく濃赤色(に變じ全く他の供,试材M况る現象を呈するは!IS性と調ふを得ペくして段に 

損岡光長氏(1917 )はスザに期する特有の反應さして報霄せられたる成亂なり。

更にノタノ ール找出液のi3元に曜酸及ぴ金瑙ヾグネシュー』,逆は感酸及ぴ粒:状亞鎧莎に依 

ひ實驗を試みた勺。

4.第三法 心材櫟末メタノ ール浸出液の聽化鐵液に對する反應による方法

敍上せし必…法,並に第二法を併用する事に依り供試材・の茹別は略4完金に施疗し得た〇 

興区尚二棄松及五葉松相互I用の示す色過の如く比較的不明瞭なる期合は他の方法に依り吏 

に圈むる必妾を生ず。

此爆に於て第三法さして笫二法に於て澗製せし,メタノ ール浸出液の一部(4〜5c,c.)に繼
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化密酒情溶液を數滴滴トする事に囚りて現る、色調を應川し前吝・さ用俟って檢索の據點に資 

せんさす。勿警摭化段に依るR色反恵を生ずる物食は木材•成分中の稀。なる化合物に因る鐵 

感ミの反應さ思慮せらる»を以てメタノール拔出液のN,る色調ら亦タンニンによる緑色乃

至青色に限らざるを觀る。

斯くの如くにして本研究に供せし本邦産主娈劃葉樹材・の識別に關して笫一法より順次佥三 

法に至る化學的反應を遮用するこさに依り比較的硼實に!!容易に實汀するを得べし。

然るに本硏究の根本的據甥たる皇色反應に依る色詢は是れを記述し或は観察・相互間に於 

て謚究する障には眇からざる困難を生ずる項合・多し。抑莒々が日彻Hに映ずる色は共楠類は 

極めて多く千差萬別の色彩を生ずるは衆如の辨實にし-C,又Jエ色彩は観察吝・の鑽謚の粗異に 

依り完全に一一致する妈合少さを普池さす,此応に於て是:1?の不便を象去する11的を以て色彩 

の標準を設定する必耍ありさ祖ふ諧は旣に百二十年前に起り,其結果A.G. Werner氏Dr. 

W, HttUock氏(1892) Henri Danthcnay氏(1905)等の瞰皆に依る標準色の去示法を發

我せらる »に至りたるものなむ。

f,V Robert Ridgwa/ 氏(1912)は Color StatKlards and Color Nonjenclnturc なる標軍 

色彩普を出版し1,113弑の色修を揭我し其名個を付せられたるは斯界に貢献する虐大なるも 

のにして,近峙標準色に爾すゐ硏究は益々盛んなる构勢を示し,本邦に於ては和川三造兀の 

縮剛二か、る「色名檄8」本II微造氏に依る「塞準色」笠は極めて>mなる資料ざす。

就中 Wilhelm Ostwald氏(1921)は色彩學(Farlwnlehre)を編輯せられ一定の波長M 

礎さして色彩を分題しHつ共の明るさの输係に於て白さ黒ざの割会を以て定め凡ての色好は 

新祥なる色さ白さ黑さの三つの混合に依〇/現する方法を披奏せり〇即ち氏はGr泌引皿I氏 

燃时3)の定めたる色样混合の法則を實JI】化せしものにて完全なる白色(W)及び完全なる 

忍色(S)を定め完全色(V) U同色光総の全部を反射するものさし其先金反對色は嗯も反射 

せざるものミなし同色光中には完全なる白色に均しさ明尹を有し,補色光中には完全なる黑 

色を右するものさす。從って如何なる物冷の色も色(V>+黑(S)+旳(W)=lなる昭係を以 

て現はさる、ものなり。斯くして氏は稲々なる色を數變的に定め2,500補を奇,共中より10。 

秫を採りて之な24補に類別し,更に主妥色相なる八色相！に分ちて選色,橙色,赤色,紫色, 

ウルトラマリ:吉色,氷靑色,海綠色及び葉綠色なる名稱を附し細別色相は罪に游號を以て 

现はすものさせらる。

第一圖に示すオス»ソルド丛や百色圏(Farbenntlas)の如く 24飾の儡劑飛號及び全皿周を

15

Ti松したる番號を附しスペクトルに於て靓らるる黄色を(00)ミ定む。而して實測に當り 

ては Williehn (.tetwnld氏色(Fnrlxm-^Icssungs-Apparat)を使リ］し測定せんミする物 

眼の色は偵光混色器,波色番及ぴ標準色帶に依り觀測する方法にして色彩系統は明厭にして 

丘又共成糾は威値に女理せらるは敞も便直なるを以て本硏究にはWilhelm Ostwald色・盾計 

を使用しハ樹はの&現する色周を湖定する«のさす。

第-•岡 オストワノレドス浏:百色圏二十四色八色相岡 PLT.

83
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着58 胃辺42
54 而 46

79
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Withem OMnald : forbkvnde

又色絢の醒念を求むるために便穴上市阪の色制を以て各樹视に阍「る昆色反憊の成績を蜀

示せしも(E襟四［;I僅席十充岡忿!贋)色料の:毬須に依りては長哪IJ京色を保つが困難なるも 

のあらが傷め木成績はW. Ostwak!氏色］陶・を以て測定せし剛世(游三表冬照)ミ种矣って儉 

索すろを氈す。

實験並に考室

供試材三十六樹Hiに如寺前逑せし方法に從ひ星色反應を行ひたる實験成績を觀れば,做藥 

に依りて生ずる色澗は同一樹種ttlII111113於ては必らずしも全然Rーの結果を現はす堤合少な 

く供試材に依り多少の濃淡を生ずるは心材初末狀色の碧異に仲ひ變動する揚合あるを以て本
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第二表皇色辰應に依る色御

備考(>内«S字は育スI•・ノルド探や“色回に依り洒定c£L數敏なり。

畚就 植 物 名 /«1法に依りて、 
1得たろ色丽丿

(第2法1 
1得了:

:依りい 
る色調丿

("=依りて、 
5色M

1 イ デ 7 淡灰靑色領め ’淡紅 色 ¢27) 淡 録 色g

2 イ ナ 中 解 枪 色〇め M 色ED 術 赤 色(以)

3 力 ヤ 暗 藍 色(47) 熱 M 色«14) 淡W蛛 色C 5 )
4 イ ズ マ キ 咯紫灰色く M) 淡 紅 色 ¢27) iii n 色顷>

5 ナ ギ ,灰 枪 色〇5) 洪 紅 也 ¢25) Hi Xk : 色 ¢100)
G 〔イ X ガ ヤ 紫 也(41) 決 飢 色(.27) 淡版綠 色(3>
7 七 1带靑灰絲色C97) IS W白 色¢2) fft林W 色(此)

8 クリラロモ 帶黄灰總色(.2 ) 白黄 色(4) 淡株黄 色 U0))
9 ァチ・y I・Fマッ 符黄灰絲色CO 決w m 色¢イ> 淡’我 色(2 >

10 " ラ 帶横灰綠色くめ 白 黄 也¢3 . 洪綠W 色 C 90>
11 1•ド ぜ ツ 布捡灰㈱色<2) 白 黄 色U) 淡 3{ 色(100)

12 卜・ サヰ ? 命絳喘质色C0-O 白 黄 也くめ 色 ¢18)
13 ツ V 灰 紫 色«20) 淡亦检 色 ¢15) 淡 钦 色U5)
14 コ メ ッ V 蒂緑灰枪色« 5 ) 淡赤投 色 ¢10) 淡 綠 色«师>

15 タ ウ 匕 帶枪灰絲色(2> 權跋白 色,4> 洪敬毀 色(明>

1G 云 !) F ミ 氏W株也3) 捡荧白 色< 8) 淡緣黄 色(V9)

17 匕 メパラ ・ 1 紫 灰 色¢43) 淡常紅 色 く32) 淡 絲 色(〇7)

18 ャッガグケタウ U 浜W絲色¢83) IS ffi 白 色¢5) 淡綵W 色 〇〇〇>

”, アカエソマ ツ 淡黄琢也¢03) 白 W 色<4) 淡a黄 色 ¢08)

20 エ ソ・マ ツ 淡週殊色<95> 淡荧M 色<イ) 淡桦黄 色(.98)
'21 カ ヲ マ ソ B/J 尿 W 也 « 85) 白 M 色5) 熙 禍 色:3〇)

22 シコケ ンマ ッ 句•尚跃梏色«87) 白 黄 色(3 ) 色(14 )
23 テリセンっ ツ 綠 苗 色(.8〇> 白 黄 色¢4) 黑 M 色(,測)

24 ヒ メ コ マ ツ 淡靑椽色(81) 白 策 色¢3) 黑 M 色(冲

25 ア カ マ ツ 喧・灰宙色く 75) n 還 色¢4 ノ M 枝 也< 9)
26 グ aマ ツ 喘灰靑色< 76> 白 黄 色¢3) M 黄 色« 7 )
27 落 羽 松 紫 色<39> 淡 紅・ 色«28) 淡 揉 & (师>

23 ス ¥ 紫 ・M 色く19) M Kf 色E) M 黄 色«】。

20 を 贸 ス ギ 紫 榊 色<21) 深 色妙> M 烘 色<14)

W 力ウヤウザ ン 灰黄郴a ¢5) ift Kt 色 ¢12) 淡 綠 色< 4)
:：1 カウヤマ キ 灰 靑 色<〇5) 亦 紫 色し37) 钦 « 色(• 3>
32 ア ス ナ n 灰 揭 色〇め 淡 紅 色 ¢27) 襯 色US )
33 ・ メ n 暗灰M色¢14) 淡赤枪 色 ¢10) 黒 W 色« M>
34 u ノ キ 灰 紅 色(2R? 黄 枪 色 ¢1。) 淡絲策 色 ¢99)
师 サ い 9 带紫寿hi色く27) 1 亦 色 ¢21) 松 M 色3)

36 ネメ ミサ シ 成 Hi ¢9 > 1 W 13 色くめ 啪 執 色 « 4 ■)
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成穎に記成する色.問は』.:の平均色曲］を以て代友せしむるものあり。斯くの如く同一樹種相互 

nin:牛ずろ色澗の招違は地将なるものに非らざるも各供試材の生育せし環境の差異ミは何辛 

かの,混系を仃すべき旗因の存任するを考ふれば極めて瓯耍なる,氐を有するものさ思夸せら 

6 〇

此直に前述せし三ふ酸方法に建3各供试材の表現せし呈色反應の成制を列峯すれば第を表 

の如くにして,各御取扱方法に圖する色剥原色域自席四|3乃至必十五罔に示す如し。

斯くの如くにして本試驗に供せし供試材は三方法に俄り瞰別し得たりSBも其の成題を通 

髡すれば:三樹抑に狡ては,色弱两めて顼似するがため詠別稍々IN難さ見做さる坦合あり, 

從つて頌似色を¥・する樹種に冊しては简適徵なな滩別方法を適用する必要あるを認・む。

次ぎに,タノ ール技:11液を邮及び亜鈴吠は岡酸及び金威マグネシュームを以て還元すれ 

ばカラ、・ツ・シコクンマッ,トカ・サハラは紅色を呈するは金平亮三氏の實驗に依るFlavone 

檢出反應の成紹なるも偷怒酸加IIJの必合に紅色を呈せしイテフ,イヌガヤ,イヌマキ,ナ 

ギ・ヒメバラモミ・アスナロ,落羽松は北の泣出液に於ては同樣に還元に依り紅色系統［;魁 

すろ色仰を呈するを映る。されミも是部がカラマツ,シコタンマッ,トガサハラ等の整出液 

の性質ミ相抛なる要點は通化鎧溶液の滴ドに因り黑褐色を呈せざる性質を冇する!:あり〇11 

又ケラマツ・シコ々ン、・ツ・トガサハラ等のメタノ ール浸出液は標酸加用に依り紅色を現は 

さ・’るは前智さの鹹別に資する據點S爲すを得べし。

叙上せし底驗成题に依りて銀るに針蕖樹材の被出液が遠元作用に因り紅色を舉せし現象に 

恭,注もにカラマツ・シコタン、•ツ戒はトガサハラの何れかに別する樹種なりミ判定するは 

早計さ思避せらる»はJEの反應はフラボン誘潮段以外の物質に起因する呈色反應ミ認めらる 

、にある。從って也れに酸を加用して熱するか或は渋出液に敏酸瓦斯を如じつ、色調の段化 

を設察する芯耍を仃す。斯くして紅色を呈する浸出液は還元の際 ’當然溶液の鹽酸酸性に於て 

行ふ反應なるが故にis元作用よ0むしろ酸の作川に邪き紅色を呈する那合ありさ考察せらる。

然れミM湖醜に依りて紅色を呈する物質さ還元に依りT紅色を呈するフラポン誘期散ミは 

如何なる;俐係を有するやは尙研究を要すべ9ものにして玆には罩に識別の據點さして其の性 

質の一端を記述するに止む。

次にタ顷樹心材粉末崛色は一般に黄色乃至黄桜色を基調させるものなれミも第一法に依り 

て習しく異る色調を呈す。然して樹毬に依っては色調の變化の程度反し»もの,僅少なるも 

の成は殆ん命反對色に近含色.调を呈するものあり。又變化の極めて微少なるものあるを以て
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軍に菊ー法のみに因り正肱に判定し得べからさ’るものあるも各樹種の跪別據點たり徂るお行 

の色調を示すものあり<I例へぱヒメコマツ,テ"セン-•・ッ・ク"ー,・ツ・アカマツ・イテつ、カう 

ヤマキ等は,靑色系統の色を示して慶化の佑しきものに麗し・モ［類,クウヒ須部は黄綠色系 

統の也を示し共變化の稽少なるものさ考へらる。又スギ,ヒノキ,サハラ等け赤色系統の色 

を示し,ヒメコマツ,テウセンマッ,アカマツ,クロマツ,カウヤマキ,イテン3は同提に 

尚色系統に屬する色调を示すW您白仔細に觀察すれば竹々色期に明明,濃淡,宛色程度專の 

相呢あるを觎る。

メタノ ール段出液に阕する牲質に就S考察すれば各樹飾間には眇からざる差異を認めらる 

是れを例すれば涸燃溶液の滴ドに於て,力ウヤマキは殆んミ變化なさも五葉松類は黑掲 

色を呈し,二葉松煩は淡桐色を呈し兩苔間には格段の粗汝あろを知る。又岡酸瓦斯を汕ずる 

游により,カウヤマキ浚出液は初め青色を呈し漸次赤紫色を呈する特技を有するも松材汲出 

液,其の他の剑・葉樹村・に於ては此の如由現象は※められさ‘りき。イテフも亦第一法に依り" 

色を呈する樹種に屬するも其のK出液は燃酸に依りて紫紅色を異する現象を生ずるを以て他 

の青色系銃の樹愁さは全く推別し得らるるを加る。カヤ心材粉末の笫一法によりて辛すろ略 

藤色はMも特色有る性賈を我現するものにして他に於て煩似色を見出す小は困炸にして,1 

スがヤ及ぴ落羽松に於ては鮮明なろ紫色を呈せり。但しイスガヤの催木は紫色を’・し共雄木 

は淡紫色を現はす。玆に紫色を呈する樹林に就湛ては特に綿密なる注意を婆する。如何さな 

れば昨通針葉樹材に於ては透材が廃酸によって紫色を呈するもの極めて多れに起因す〇試み 

にモミ,ヒノキ等!の新鮮なる邊材を採り之に噫酸を竹リIJせしむれば忽にして紫色を呈する状 

を實験す止し。成中形成局或:は其の近くより採集せし邊材に於て紫色が出话なるも充分乾爆 

せる占湧ヒノキ材の邊材は囲修により紫色に變ぜざる成績より做れば次材の・!阻に關係する 

成分は取扱の如何により绿化するものさ绪察せらる。文モで i£材に就きても同様に古さ材 

に於ては紫變するこさなくして,之等の紫變せしめる物質はアルコール可溶性にして,共ア 

ルコール波出液は,又,盛酸によって紫紅色を呈するを覷る。ヒメパラモミのメタノ ール浸 

出液が酸により或!云還元にょり淡紫紅色を呈するはタウヒに周する樹顼中特に绶化の也沿な 

るものミ糾ふを粽ベ <.還元作川のみに内りて共の色調を生ずるさすればFhiv。耻 類の仔 

在に歸すらミ考へ得y Tも眺俄のみに依るも」(J反期を生ずる闹係上血ちにI・定するを得さ’ 

ろものなり。ヤッガグケタウヒはヒスバラモtさ殆んミ同時に伐採されたる供試材を使用せ 

しを以て,新鮮度も亦同一たりしらヤッカ-ククタウヒの浸川液に於ては還元によるも,第二 
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法に依るb純色を呈すろ華なかりしは注意すべ3耍點にして,是を以て考察すればヒメパラ 

モミはク・・ヒ沼に於て特行なる成分を含育するものさ想像せらる。然れぎも充分に乾燥せし 

資材・に於てはヒノバラモJはあ〜法に依る色調が他のタウヒ崗の表はす色渕さ類似するを觀 

たり。イスがヤ及び落物際はあー法に依り紫色反應を呈せしは他の樹州に比較して顺挙なる 

現以なろも紫色を足すべナ物質が果して不安定なるや否やを試みる-:万法ざして,其心材粉 

だを挺氏105度に於て10明||成煉せしめたる後,笫一法を試みたるにイスカ・ヤ粉斐は全然紫 

色を皇・せず羯色をヱしたるに對し溶羽於は依然さして紫色を呈せしは牯性さ訓ふべく,其他 

の保試樹挿中に於ては斯る技合に於て色凋の變化は殆んミ認められざり喝モミ類(Abies) 

クワヒ類(Pieca)に對する樹径は一般に肉眼的敬別は国難なるものミせられ,又アカマツ 

さク”-,•ツミの差別’テウセンマツさヒメコマツミ6盖異辱は本法に依るも尙詠別困姓なる 

ものなり。ヒノキ及ぴリハラの祂別は用一法によりて比較的明かに澈別し谷らるるものにし 

て兩・は共に相似すろ赤色系統の色調を表徴するもヒノキは一般に淡紅色(或は淡紫紅色) 

ならに反しサハラは浪赤羯色吹は希紫赤郴色さも稱すべ9色を示す。更に菊2法を湖〇する 

旺・は,サハラ心材・のメタノ ールK出液は寵酸の滴ドに於て加熱を要せずして赤色の程度を鳩 

加すq -さ苫:し會し ヒノキに於てはか、る现象を呈せざるものなう。アスナロに就いては 

佐地より蒐集せし供試材に我事實驗を行ひて第一法に於て灰緑色を呈するものミ,灰祠色を 

’日するも少の二如あるら吸時間放政すれば殆んま灰樹色に變化すろを觀る。第2法により淡 

紅仇第三法によりて綠色を呈し,此・の揚合に於ても亦多少の濃淡を風めたるも顯的ならず。

斯くの如くして本研究に供せしヨ十六樹極は菊ー法,第二法並に第三法を適用すろ事に依 

り實臆的に部別し街たりさ雖も尙持種なる樹M側時間には不明瞭なるものを生じ兩者の判定 

に暗困腿を惑ずる揚合ありたるを以て叙上せし｛〇三方法以外の的遣的實驗を試み可及的完 

全に議別し待べ泠事を明せ〇 〇

玆に見WigじWilhelm Ostwnld氏色炊計に依り測定せし色調數密を以て各献6杵直間 

の兩囲を求しるこ:sに依り一將其味ある冏題の存隹するを緻めらる。各樹種に關する色剥の 

數値は卷末に於て(笫二表冬照)記戒せし如くにして,先づ供試心材粉來の色渦な弧璀すれ 

ば殆んミ黄色乃至椎色の範岡に所屬するを如る。即ち心材粉末色凋は悉く色調數値!-1G7) 

間に存在し各樹祁は次ぎの如く配分せらる。

I母に之等の色澗數値は,使宜I:供試啊によりて测定せずして,・名・はボスクーカラーを以 

て色紙を調製し是れによりて測定せしものなり。
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色出ん•示 
マ數篋 植 物 名

1

8

4

5

6

7

S

9

12

13

1*1

16

イテフ

ヤッザドクタう11

匕メバラ响"アカエソつツ,ヒメつ・、・ッ,アスナ“

イメガヤ,エゾマツ,カ。ヤマ、

〇づ少upm•アイ匸"|・ドイッ,リラビ・トドマツ,y t» tンマッ 
アカマケ,・、フザ,5、n y

夕"il,ハイン"サン,シつグンマワ

イメつ诟,モミ,カ"Vウブン,匸ノキ

ナ¥,カラマッ,ネフ:コ

ヨメケ〃,グSマッ,サハラ

ッオ

イナヰ

1•ザサハラ,ス年,を济スヤ

而して第一一法(心材粉衣+醐酸ー卜水)に依る色調數値な以て供試樹極の順位を示せば以:の 

如し。

色・阳數値93—0.5に脯する期郁,ウラジ“モミ,アヲモリトドマツ,シラビ,トドマツ・ 

コメツガ,モミ,タウヒ,ハリモ［,アカエズマッ,エソ’マッ,力ウVウザ・ン,アスナ“

次に粉末说色ミ第一法によりて％たる色糾ミの差の大小によりて配列すれば次の如し。

色调敬値 95—85 に艦する樹耗, トカ・サハラ・ヤツザグケタウヒ,カラマ’ソ,シコタン

マッ

色弱段値 85—75 に陶する曲;卻, テウセンマッ・扫メコラツ,アカマツ,クロマツ

色凋吸値 75—65 に盼Jする樹種, イテうカウヤマキ

色調致値 65—55 に屬する樹種, (無い

色謝數値 52—45 に知する捌風 力V

色调阪値 45—35 に阈する樹風 イスガヤ,ヒノバラモミ,落勿松

色弱数値 35—25 に囑する樹胞 ヒノ F ・サハラ

色凋阪値 25—15 に屬する樹丽 イチヰ,ツガ,スギ・咲捌ス¥•アスナロ

色調敦値 15— 5 に將する樹極, イヌマキ,')' V,ネスF ,ネズミサシ
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植 物 名 的 
/«

末・牝ー法に阳 
色'ttseaj,の

化
羌 植 物 名 粉 

原
末禅一法1： H化
色］依る色煙の差

力ウヤリザン 8 5 3 7 カ マ ッ 6 75 31

ウづジ0宅S G 2 4 4 テ う
ナ

1 69 32

シラ ピ 〇 2 4 ク
r

ロ マ ッ 12 76 38

ト ド マ ッ 6 2 4 力 ウ十マキ 6 65 40

アナモ、)bドマッ 6 1 5 * ヤ 〇 47 59

ダ ウ じ 7 S 5 メバラPミ 4 43 GI

八 リ •C ミ 7 2 5 イ メ が ヤ 5 41 64

アカエソマッ •1 98 6 7 クうシし!り <； 39 67

ツ ・* 13 20 "7 V, ノ ・ 8 25 83

n メ ッ ガ 12 5 7 サ ハ う 12 27 83

ア ス ナ” 4 97 7 T ス ナ U 4 15 89

エ y マ ッ 5 95 10 イ K マ ふ 8 14 94

C ミ 8 07 11 ナ ヤ 9 15 04

ャツガタケタウヒ 3 «8 15 ネ X コ 9 14 95

シコダンマッ 7 87 20 イ チ ・ 14 19 95

V がサハ 9 16 94 22 夕 4 リンス年 16 21 95

H メコ y ウ 4 81 23 ス ¥ 1(> 19 97

カ ン マ ッ 11 85 24 + フザミサレ 7 9 98

デうセンマッ G 80 26
1

此虫に心材粉未の色闆笫一法に依りて生じたる色倜及び兩茜の差異を數値全以って罔示 

すれば成敘あ二閭及ぴ密三閥の如く,心材粉末は全て鹽酸によりて黄色より菜繰色を經て變 

化するを以て,黄色(〇〇)を處準さして左方に進行す。從てヒノキ,スギ潞の如く,百色圏 

に於ける心材粉末の色・さ,第一法後の色澗争:綠色を蹉過して赤色に到達するため者異苫 

し。是れミ同時に實騎せし全ての針葉樹材は聴酸に依()T必らず一度は緑色を呈し然る後固 

冇の色調へ傳向する現象を數値的に觀察し得べし。偽色調の變化の多少は為別上金照せもる 

ベ9様點にして,大關に於て黄緑色糸統の色制を示したるもモミ,タウヒ類は茬異の小なる 

に反し赤色系統たるサハラ,ヒノキ,ネズ:!,スギ淨は變化の我•度大なるもの多く,而して 

靑色系統たるマツ艱は其の中間に存任するあ觀る。

吏らにメタノ ール浸出液の色湖及ぴ第二法によりt得たる色調の(fetwald熊準百色圏に 

依る嗷値を京せば次の如し。
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第二圖 色調の變化のオストワノレド幕準了「色圏による友示圖 P.L. II 

凡例 ・……F一法:依ら色间の變化
Expltmation of航gr.s----- 用二法に依る色调のS3化

Chnngn of(wlor by first inethoiL 
Clian^e of color hy second method

笫三咼 色;澗の變化のオストワノレド啊百色圏に:る表示岡PL HI
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凡 例 ...笫ー法に依る色調の變化 Change oC color by find meilioiL
bbcp'xumlion of signs----- J5二注i二依る色綢の宾化 Clinngc of color by second method.



24

独楹物名爲?喘云知虞鴛严f お名タ溯％如"J

1 イ デ フ
二

27 23 アカエゾマラ 99 4 5

2 イ ナ ヰ 18 14 4 20 ェ ヅ マ ッ 99 •1 S

3 カ ヤ 9 14 5 21 力 ・) y ツ 98 4 0

4 イ メ マ キ 3 27 24 〇〇 シコタンマッ 99 3 4

5 ナ V 〇 26 20 23 デリセッマツ W •1 5

6 イ ス ガ ヤ 〇 27 27 24 匕メ ラマッ 90 3 4

7 P 5 0 2 2 25 アカ マ ッ リ8 4 6

8 ウ?ジロモミ 9» 4 5 四 グ" マ ッ 2 〇 〇

9 ァヂモVトドマッ W 4 5 27 落 羽 松 99 28 29

10 レ ラ・ビ 99 3 4 28 ス ギ 17 15 2

11 I- ド’マ ッ 99 2 3 29 ・河スギ 29 26 3

12 卜ザサハラ 90 3 4 30 カ"キウザン 6 12 B

13 ッ V 99 15 16 31 力ウキマキ 〇 37 37

14 コ メ ッ ザ 99 16 17 32 ア ス ナ ロ 99 27 28

15 ク ク ヒ 99 4 5 33 ホ フ: コ J8 16 3

1G ハ1J七 ミ 99 8 9 34 ビ ノ 増 1 10 9

17 とメパラW € 网 32 33 35 サ ハ ラ 7 24 17

18 ヤッがタケタウヒ 98 5 7 3G ネフ:ミサハ 1 9 8

上表に於けるが如く メタノール浸出液の色調は火寵に於て黄色系統に描すべく,98, £19, 

〇.】,2, 3, 4,等の位卷にあり。特に濃色なるものにスギ<,イチヰ,卒ズコ,臺狀スヤあり。 

而して一般に,第二法即ら枕｛酸加用に依りて设出液は黄色系統より燈色乃至赤色系統に愛化 

すむこミ,上ざの數値に依りても明かなり。ネズコ,スギ,區河スギ,イチホは黄色より枪 

色へ變化せず橙色より黄色の方向へ變化せり。是等の髪化の狀感は笫二圖及び第三圖に間示 

セし如し。第二法に依る色調を敏値に依り黄色より橙色,赤色への诵序即ち數値の小なるも 

のより大なるものへ配列すれば次ぎの如し。

2. モミ,トドマツ,クロマツ

3・ シラビ,トガサハラ,うコクンマッ,ヒメコマッ

4. ウラジロモ(,アシモリトドマツ,タウヒ,アカエゾラツ,カラマツ,テウセシマ 

ツ・アカマツ,エv・マツ

5. ヤッカ・ダケクウヒ
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& ハリモミ

9• ネズミサシ

10•ヒノキ

12. カウヤウザン

14. カヤ•イヂ4-

15. ツガ,スギ

16. コメッ・•

24.サハラ

28.ナV1驟捌スギ

27. イスマキ,イスガヤ,アスナロ,イテフ

23.落羽松

32.ヒメ,ぐラモミ

37.カウヤマキ

次ぎに浸出液の色調さ稔二法に依りて得たる色謳さの差異を示す。地等によりて,色澗刀 

位:aさ共に色・澗の變化の大小の大呻を數値的に知り奇べし。

(絶簷、) 植 物 名

〇 クロマッ

2 モミ

3 トドラッ

4 シラビ,シコクンマッ,ヒメヨマツ,トカ・サハラ

5 力ヤ,ウラジロモミ,アテモリトドマツ,クウヒ,アカエブヾツ・エづ

マツ,テウセンマッ

6 カラマツ,アカマツ,カウヤウザン

7 ヤツガダケタウヒ

« ネズミサシ

9 ハリモミ,ヒノキ

16 ッガ

17 コメツガ,サハラ

23 イテノ
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24 イヌマキ

26 ナキ

27 イヌカ・ヤ

28 アスナロ

29 落羽松

33 ヒメバラモ

37 力ウヤマキ

以I:のメクノ ール袪出液の笫二法に依りて得たる色渕に以:て觀ろに其の位四が枪色乃至赤 

色系統に脚する樹径は笫1法によりて得る色調が赤敝iの系統にあるものに多きを留む。次 

に第三法(鹽化鎖反應)によ物て衍る液の色調をオストワルド(Ostwakl)に依る色調數値を 

以て表せは,,黄色乃至錄色を示すもの拓だ多当も,夂褐色を示す樹飾ありて色調の秘化の大 

小さも亦,滋別上の一據點ミなし得べし。玆にオストワルド基準百色咽に依る色調數値を以 

て第三法に依る没出液の色調の變化を示せば次ぎの如し。

色調數値25～15にある樹種 イチヰ’トガサハラ,カラマツ,テウセンマッ,ヒメコマ 

ツ

色調數値15～5にある樹莉 アカマツ,クロマツ,ネズコ,スギ,"归スY»サハラ・

シコタンマツ

其の他の樹荷は全て95～5に存ず。斯くの如くにして第三法によりて得る色調さ元の没出 

液の色調さの差况を求め,愛化の大小を以て配列すれば次の如し。何し色詢は,黄色より求 

跺色・に變化する傾向を有するものさ,黄色より橙色の方向へ變化するものさ分離して示す。

樹 郁(英色一菜綠色の樹種)

ナ¥,シラビ,タウヒ,ハリモミ

アカエゾマッ,エブマツ,アスナロ

モミ,ヒメパラモミ,カワ年ウザン,ネスr,ヒノキ

カヤ

ッガ,コメツガ,イ文マキ

イテフ,スギ

蘇沼スギ

(慶化の&) 

〇

1

2

4

6

15

27

殆 異 樹 超(黄色…橙色の樹健)
(變化の大小)

! ウラジロモミ,トドマツ

2 イスカ・ヤ,ヤツガダクタウヒ

3 アワモリトド、•ツ,カウヤマキ,ネズミサシ

クロマツ

〇 イザヰ

7 サノ、ラ

11 アカマツ

15 シコタンマ・ツ

19 卜がサハラ

21 テッセンマツ

22 カラマッ

23 ヒメコマッ

以上の如くオストワルド色确計に依り測定せし成竊を以て考察すれば,肉眼的に觀察せし 

色调ミ相恢って.檢別上瑟考に資せらる、點多きを認む。因に供試樹碰に關する色調數値は卷 

不I二足れを揭眦ぜ〇。(席三汲瑟照)

以」•.の實験結果を通觀するに,木材の試藥に對する反應は,魅めて多樣なる如く兒ゆれミ 

も,その反慾た〇や必ずしも雜然たるものに非ざるを器め得べし。即ち例へば,スギ,驟樹 

バ,カウヤヾキ,イテフ等は,各々他に須似するこさなく混同するこさな咨特異の諸反寒 

な平.するを3J!察し得るら,クウヒ類.モミ頫成はマツ類に届する各樹関は,類似せる反應を 

示して淤別困墜を來さしむる揚合あり。是れを以て觀るに,近似の樹印の材が相似たz>m 

學的稱褴を冇し,又相似する外覷を有する三等しく,材を構成する化學的成分も,近似の樹 

’柯に於ては大矛なかるべ含を思はしめ,又特殊なる樹瓠は,化學的成分も特種なるものを含 ・ 

有!"るものさ想像せらる。即ち,柢して,木材の秋々の試漿によち呈色反應は,近似の樹Hi 

に於ては,近似せるを球め,特殊なる樹種に於ては,又特異なるを認め得るものにして植物 

分號が柚物犢の各部分の咒同によりて行はるべきものさせば,植物證の一部たる材の化舉的 

諸反應し 分類上軽考せらるべ»性質なりさ云ふを得べし。

抑々物霓の呈する色は,その物質の化學的構造ミ密接なる厕琛を有するものなるニさは, 

かの!S色・説,戒はキノノイド說専によりても廿甘し街らるる所にして•木材の獄藥により
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て生じたる色調の相似たるは,それを溝成する浦成分中に,相似たる化學的麻造を仃する物 

饋の存在を像想し得べく,又特異なろ色週を呈せるは,化學的構造に於ても特異なる物質を 

含仃せるものさ想像し得べし。而して本報告・に於ては,此導のV色反應に關與する化學的成 

分の本缺に就ては,仇接に實際的識別方法さ賜せさ’るを以て告略す。

總 括

L 爾來木材の識別法はEミして外辞的性質並に解剖學的性質の差我特微に弗さ施行せら 

る。然るに是存の據點に依ろも尙多大の經缀を修得するにあらざれば困雖さ見做さろるもの 

畛がらざるはii!蹭さする所なり〇近峙共の缺點を舖遺せんがため理化禁的方法の洶IJせらる 

るもの皈あて多き起努を示すに至りたるは葢し當然ざ浦ふを粽べし〇本餅究は本JI;産主麥制’ 

葉樹三十五種並に落羽いに就さ化學的性質特に試桀に對する呈色反憊を實驗し,其の成村iを 

應用し以て識別に資せんさするを!3的ミす。

2.本駅験には供試材心材部を粉陣灘を以て粉碎し〇•うm.m・目飾を湖過し0.25m.m・目部 

にII:まりたる粉表を供試料ビす。而して實爲Zの結梁化隼的反應は主Sして次ぎの三カ法に依 

るものさす。

第一法 心オ粉衣().2grを,式驗霧に取り濃漁酸(3・加)以て瀾ほしー分の後7ee•の水を添 

加振盪し沈降すろ粉末の哦色狀您を故察す。

第二法 心材粉术!grに一定/:(15c.c.)のメタノ ール(98%)を加へ室温にて二呻間放M 

したる後是れえ濾過し其の波液に濃裡濃(33%)を少は添加寸斯くして痂かに加熱し液の" 

色狀應を觀察す。

第三法 第二法に依って得たるメタノ ール険出液に做化燃酒梢溶液を數滴滴ドし,其のu 

色狀您を硯察す。

3•本研咒に依れば供試材・心オ粉米は一般に黄色,權色を基調ざする色調を示し各樹那的 

fS間にほトカ.サハラ,展禍スギ等除9ては習し9差異を認めず。此密に笫一法を適川すれば 

化學1'WlJlft後夂は啣季間放置後に於て各樹酒は各々特徴ある色淌を・し,マッ類‘力ウヤマ 

キ・イテフ葬は尚色系統,ヒノキ,サハラ,ス年咨は赤色系統・モミ,タウヒ類は:)W綠色系 

統に類別せらるるのみならず,カヤ,イメガヤ,如料スギの如く極めて牯徵ある色徇を現は 

す埸合あり。又所謂木针Ti木たるヒノキ,サハラ・アスナロ,力ウヤマキ,ネス・コ等は各々 

其の色調に特異性を表後し識別比険的iEfiKにして凡つ容易なり。然れ汚も他の佶网中には澈 
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別困雅なるものあるを以て玆に第二法密三法を適用して更に是れを類別し,猶ほiS元作用に 

依るフラヴォン險出法をも試みた〇〇斯くて,例へば笫一法によりて甫色系統に屈せしニ菜 

松,五葉於及ぴイテフ,カウヤマキを那二法,あ三法の通用により,識別し得たるものなり。 

(自第四!3至笫十五［罚您照)

'•本研究に於ては色凋を吸値的に汲現するWilhelm Ostwald氏の創旋になろ色抵計 

(l arixHi-Messungs-Appnrat)を使用しW色反應に依る色は色謝业に分折色を以て示すもの 

さす。(第三我悬照)

&色仕计を以て測定せし成結に依れば各浏輒の表徴する色調のHi別に便底たるのみなら 

ず色訓を现はす】$に使11Jせし「ボスターカラー」中には僅かに數便にて變色する肝を有する原 

色を企仃するを以て,色翻を數値にて表はし祯別の掠點たらしむるを汚べし。此!Sに、Vilhelm 

<,St'Vald氏小學仃色圏に基湧第一法並に第二法に依る色渕を考察するに成績第二圖及び節三 

圓に示す如く心材.耕末京色色調致値に對する第一法に依り表れたる色調徵値 < の差異は即ち 

也』’"變兆の程度を示すものにしてスギ,ヒノキ,サハラの如く程度大なるに比しモミ,夕 

’八號の如く程度小なるものあり。猶ほ心材・粉ふ原色色弱散値(供試材は多く黄色(〇〇)の时 

後に駐點を置く)に對して第・法に依る色調教値への色訓の經過业に傳異方向は衍意すべき 

"依にして第・法に間る揚合は蒸色(〇〇)を％準さして左方轉:句なるに相對し带二法に因る 

よ合は黄色(00)を更华2して右方に钮向せしは主さして心甘粉束の化學的幽现方法の差異に 

起因する現象ミ思慮せらる",本成植は資材を隅成;する化學的成分さは密接なる関係を有 

するもの.如くにして,試I二心甘褂衣をメタノールを以て充分に浸出したる後にメタノール 

を除去して第一法を適用すれば色調は诙接に第一法を適JIJしたる揚合ミ粗瓠する現象を示す 

成績に用m窺Mlするに難からず。されミも木材の成分は版めて複雑なる耍素に依り構成せら 

ろ’kの、如くして軽視すべからざる化學的簡係に結ばる、を以て尙ほ綿密なる硏究を耍す 

ペきも本硏究5は点接關係をけせざるが骂頫省略す。

是を耍するに木硏究は本邦棄主要針葉樹三十五袖並に落羽松に就m化學的性賞を瀏］し, 

w：l：niつ容易に訟圳し得べm方法を考究せしものにして,從來主さして外觀的性質曲に解剖 

學的性質に依りし識別法ミ相俠って實際上戒も効果大なるものさ信ず。
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THE BULLETIN OF THE FOREST EXPERIMENT 
STATION OF THE IMPERIAL HOUSEHOLD.

Vol.ir. No. 2.

(1933)
Identification of Our Irnporhint Soft-woods 

by Chemical Churactcrs.

By

T. 3Iiyo>hi.
Kcatinic.

J. In g.ncrul, grosser structures and the nnntomical cliaractcis «»f w(>o<U which 

]>avc been investigated by previous workers arc important fiictors to identify fhe 

species of all. But without Htifficient experience we arc ficcjuently get inlo れ加一 

ble to decide difference between kindred specimen such ns of ABIE I'OIDEAE 

or PIXOIDEAE. For the supplement of these effects I have invcutigatixl the 

chemical reaction of 3G species of soft woods indicattd in Table 1.

2. In the course of this study the most infiilliblo and simple three chcniKNil 

methods were investigaUid with relcrcnce to tho color reaction of specimen,洲 

fblloWH :—

First jnctliod. A small amount of hwirt wood powder (0.2 gr.) taken in n 

test tube is mo対tend with concentrated hydrochloric xtcid and after one minute 

7 c.c. of water added. 001or thus ol>taincd is observed

Ifeart wood jx)wder 4- TIC1 + Water —> Color.

Second method. Preparation of metlianol extract of heart wood powder.()眼 

gram of hcai-t wood i>ow<lcr is ext nich'd witli 15 c.c. of methanol (98%) 

for two liourn ut room temperature.

Methanol extrnct + HC1(lieat) —* Color.

Third method.
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iMcthnnol extract+ FeCl- —> Color.

Mortovu-.i eduction of ini tlmnol extract by concentrated hydrochloric ncid and 

nietallic mngnc«inin or zinc is applied to detection of flavone derivatives ns aids.

3. For <lvtermin：iting the color, Wilhelm OslwakFs “Fiirbcn-Messnng-ApparaU' 

was used “Furbton (F)" was decided by ^Fnrbtoukreiscs (100 Fnrlxn)"

(PL. I. P.16.). Kcfercnce to *«TrUb» of color “VollGirbe (V)", “Weis (W)" 

and MS<-lHvarz (S)n are measured hi relation as follows:-

(V)+(W) + (S)=1

In conclusion, it can be stated its a fact beyond dispute, that specimen which is 

used in ibis study can be easily identified with each other by the three metliod of 

chemicul rcnctioii (PL. 4-PL.15.). With n^fcniico to this result imporhmt ftets 

c;in bo marked out thut the color of each spccimon which docs not belong to the same 

Sj>ccic8 represents quite anti-unalog-cal color (Table 4 - 'J'ublc 12.). It may be 

uppliid af»(i hint to uivestigato chemical substances of woods mid ns a certain cliar- 

:心er for the classifimtion of Bj>e<：ics.
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化 學 的 識 別 に

備 考 括版內の數字は<・ストワルド氏基漸仃色圏の色関な示す

心材粉末原色 第1法による色調 メタノーか浸出液の色調

白 黄 色¢1)
くめ

淡

成 甫

Vi 色 <6〇)

色 ¢65)
黄 白

RJ
色< 4 ) 

(.100)
淡 黄 椎 色C1) 噌 灰 靑 色(85) 同 (1>S)

M 3) 推 甫 色(80) 同 (伽>

¢6) 听 次 靑 色(75) 同 (»y>
淡 赤 橙 色 c»2) 同 (76) 同 C 2 )
灰 椎 黄 色¢7) 恭 Vi- 庆 絲 色(87) PJ くめ

攪 白 色E) 淡 尚 絲 色びり 时 彼)

灰 外 ra 色ひの 帶 絲 跡 灰 色奶) 同 彼>

赤 椎 色«比 睹 枪 也3) 枪 色(18-)

坂 ra 黄 色U) 厌 色(15) 黄 (1 色 〇〇(>)

淡 黄 色5) 听 色(47) 淡 黄 色('•)

淡 赤 KJ 色く8) 避 祕 色(5) 淡 黄

淡 黄 色く 4) 灰冷色«15) 乂は庆綠色侦7) 由 黄 也(眇)

橙 灰 色U) 喘 灰 詞 也<14) 縫 色(1S)

Kt 说 色(7> 灰 粥 色3) 白 黄 色«1)
同 く$> 時 尖 色くめ 黄 白 色(» )

黄 世 色g 帶 績 灰 松 色(&) 同 くめ

淡 黄 松 色¢8) 灰 紅 色(25) 白 黄 fc (1)

黄 检 色 ¢13) 箭 衆 赤 揭 色(27) 黄 Kf 色C 7 )

淡 椅 赤 色«】6) 紫 褂 色 < 19) Kt 色 < 17)

JS 色 <I〇> 同 (2D 深 紅 色« 2め

赤 松 白 色3) 卷 色 <39j 黄 白 色く也>)

淡 枪 我 色3) 幣 色(41) 同 (100)

法 ® 枪 色 C13) 旅 柴 色(2〇) 同 顷>

白 b'i 色¢4) 舞 灰 ft く43) 同 C99)

枪 白 色〔5) 淡 強 絲 色(9b) 同 く叫)

白 M 色(4) 的 睥> 同 彼>

淡 W 15 色¢7) 次 黄 秘 色(2) 同 くめ

同 く7) 帝 ffi •氏 絲 色(2) 同 <的)

枪 白 色<G) l-'J く 2) 同 顷)

淡 梃•ifi 色¢6) 冋 (3*) 间 (卯)

哉 lU 色<3) 灰 Vi 絲 色(88) 时 (OS)

淡 赤 枪 色くめ 帶 黄 成 絳 色顷) 同 (100)
淡 を 黄 色(6) 同 (1) 同 <99)

榊 く 6) 同 «•> 岡 く而>
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關 す る 檢 索 表

第2 法に上〇 色调 慎 3法に よ6 色消 树 種

,淡 紅 也 C27) 説 錄 色(97) イ 分 フ

1蒼色 _»赤衆 也(37) 絲 黄 色(3 ) | 力 ウ ヤ マ キ

白 W 色く 4) 黑 色(20-) ft 7 マ ツ

同 5、 黑 据 色(2〇^ や ウ セ ン、 ツ

同 («〇 IS 黄 色(9 ) ア 力 y ツ

何 (.2) 同 く 7> り 〇 マ ツ

同 (.3) 黑 色(.14>! V コ タ/ マ ツ

同 (S1 同 漕) U メ コ マ ツ

同 く 3) JM 色US) 卜 V ナ バ つ

色(111 榊 赤 色 <2-〇 4 チ 4
淡 紅 色(耶> 淡 秘 色(.100) ナ ギ

拐 也(H) 淡 黄 絲 C1(5 ) 力 ヤ

淡 KP 也 ¢13) 淡 絲 色C 4 ) 力 ウヤ ウザ ン

淡 雰 色3) 綠 色 ¢98 5 7 k ナ 〇

淮 亦 枪 色 C16) 熙 色 ¢16) * コ

色<〇J は
色 く 4 )[ 4- メ ミ サ レ

- 紅 色 <27) 淡 色 <V7) イ X ヤ *

淡 亦 檢 色〇の 淡 繰 也ぐ5> メ ク V

W 色〇〇> 淡 絲 色奶) 七 ノ キ

秀 © く 24) 綴 損 色<11) サ '>• ヴ

榊 楸 色 ¢15) 揭 黄 色 ¢10) A ギ

岸 ic 色飾> 黑 也 く 14) * 潭 ス ギ

淡 紅 色U8) 淡 徳 色くめ う 夕 0 。 H ウ

同 〇57> 淡 灰 除 色(2 ? イ X が ヤ

淡 亦 松 色 ¢15) 淡 秘 色(听) ツ が

泱 紫 紅 色 ¢32) 同 顷> ヒ メ バ ラ モ 4

「1 K 色C-O 淡 錄 苛 色(明) ヅ マ ツ

同 S 时 (9S) ア カ エ ヅ P ツ

松 娥 白 色(め (・め *• ラ 毛 <

RJ 5 ノ 同 (〇〇) 夕 9 t
白 黄 色<3> ra 59) レ '・ウ ビ

131 (.2) 同 <1〇〇> ド ド マ ツ

1¢ W 白 色¢6) 冏 (1〇〇) ヤ ッブダケタ勺

M び) 同 C9S> 吋 4

自 黄 色E> 同 C 2 ) 7 ナセリトト・マ ッ・

1"! く 4) 同 <100) 勺 ラ ジ D 噌
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第 三 表

No.l 械 物 名 試 廠 方 法
色篇 
(め

W 

1叫

析色g 色景係數
■J«'7めォ白fiKW)色g

】イ テ フ 心村粉水の色 104 > 70.8 1K.3 0.26

心材粉水+IIC1+H：O く迎材: ヽ «4 1 64.( > 1 28.2 7.3 0.20

冋 呵く數時問後: )； 81 ) 55.J ； 28.2 10.5 0.59

小材符米メタノ ー,ン汲川液のせ ; -1 29.1 ! 515.2 ； 0.26

心材粉米茂出液+“CI 27 29.2 56.2 14.,； 0.26

心材籽米涉出液+FeCh 97 71.8 17.8 10.4 0.58

2イ チ ヰ »材あ末の色 14 10.9 35.5 33.G 1.61

心材称本+】ici+mo (血後) 19 •13.8 22.4 33.8 1.51

1-1 1-! C敏時冏後っ 2じ 77.6 7.0S 15.32 2.16

心材粉大メタノール注出波の色 18 29.2 8.91 01.89 6.95

心材粉木浸出液+ HC1 14 77.0 8.91 13.49 1.51

心村粉末茨出｝fli + 1'cCh 24 71.8 5.02 22.58 4.02

3力 ヤ 心材将末の色 6 10.9 44.7 44A 0.99

心材材末+IIC1+ILO 3(後) 47 43.8 4.47 A 1.73 11.67

冋 岡 く敬剛川後) 47 55.3 2.W 4L8S 14.85

心村粉末メグノ-ル没出液の色 0 29.2 22.4 4S.4 2.1G

心材粉本茨出液+HC1 14 10.U 4.47 S4.G3 18.93

心材粉末浸出液+FcC13 5 43.8 17.8 38.4 2.16

4 4 ヌ マ キ 心材粉末の色 8 10.9 35.5 53.G 1.55

心村粉米+iic【+n：o (直後) 14 55.3 j 35.5 9.2 0.26

冋 同(數時同後) 20
64.5 !

17.8 17.7 0.99

心材耕來ノ"ノール茂出液の色 3 29.2 44.7 2.61 0.00

1 心材粉米浸出液+ HC1 27 29.2 50.2 14.6 0.2G

心材粉:K浸出液+FeCk 07 29.2 28.2 42.6 1.51

5ナ ギ 心材饼末の色 9 29.2 28.2 42.6 1.51

心材初木+HC1 + U2 〇ぐ直後・) 15 43.8 28.2 28.0 0.99

F-J M (數時冏後) 16 71.8 4.47 23.73 5-31

心材例末メタノール注出液の色 100 29.2 515.2 14.6 0.26

心材粉未技出液+ HC1 20 10 9 56.2 32.9 0.59

心村粉米茂出液+Fc% 300 29.2 28.2 42.6 1.5!

6 4 又 ガ ャ G材雑木の色 5 10-9 44.7 44.4 0.99

心付粉ネ+ HC】 + U2O (ifiift? 41 71.8 17.8 10.4 0.58

网 冋 40 82.2 11.2 6.6 0.50

心材粉末メタノール茂由波の色 100 10.9 70.8 18.3 0.26

心村粒卓淡出液+HCI 27 29.2 44.7 26.1 〇.” 8

♦ひ的紛末没出液+FeCh 2 55.3 23.4 22.3 1.00
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&號 
NoJ 物 « 伙 般 方 法

色擱 
(的

分析色«％) 乳剛t 

CV/'V)羽Ia〔s);白色5り &&<y)

7 モ ミ 心打粉末の色 8 10.91 56.2 32.9 0.59

心对将本十IICI+ILO (衣後) 97 64.5 28.2 7.3 0.26

1<4 1><! <數聘叫慢) 7 64.5 17.8 17.7 0.99

心材行朱メタノー,レH出液の色 100 10.9 70.8 18.3 0.26

心材粉米殺也?ft+HCL 2 10.9 70.8 18.3 0.26

心村粉本密出液+FcCh 98 10.9 35.5 53.6 1.51

8 ウラ ジロモ 盘 
二 心材忖Nの色 〇 10.9 44.7 44.4 0.99

心材»^+HCl+H-O (ifiift) 2 G4.5 17.8 17.7 0.99

l"J 网く歌時間後> 11 71.8 17.8 10.4 0.58

心材扮衆メ・ノーな浸出液の色 99 10.9 70.8 18.3 0.20

心材粉制如械+HC1. 4 10.9 70.8 18.3 〇・%

心材粉末波出液+I*cCIj 100 29.2 23.2 42.6 L51

£•'
アヲモリトドマツ心材粉末の色 6 10.0 56.2 32.9 0.59

心材汾末+11C1+11.〇 3［後) 1 55 3 28.2 16.5 0.59

冋 M MCKIU間後) 7 43.8 17.8 38.4 2.16

心材訝末メタノ ー,レ浸出液の色 99 10.9 70.8 18.3 0.26

心付切木注出液+ HCI- 4 10.9 M.2 32 9 0.69

心材粉大注出液+ FcCls 2 10.9 44.7 44.4 0.99

10 : シ う ビ 心材粉末の色 〇 10.9 70.8 】83 〇・明

心材粉末+HCI+ILO (iff徳> 2 55.3 35.5 9.2 0.26

1"! 1->! 同«數毗腺> S 7L8 n.s 10.4 0.68

心讨扮末メタノール浸出液の色 99 10.9 70.8 18.3 0.26

心村钳末注出液H-HCL 3 10.9 70.8 18.3 0.26

心対粉木祛出液ー卜FcCb 99 10.9 85.5 53.6 1.61

11 卜 ドマ ッ 心材汾末の(t 8 10.9 56.2 32.9 0.59

心材粉末+HCI + ILO (直後> 2 04.5 22.4 13.1 0.58

同 同 1板敏113胸煥:) 5 71.8 17.8 10.4 0.58

心材粉末ノタノ ール沒出池の色 99 J09 70.8 18.3 0.26

心材粉・桂出戒HICl. 2 10.9 66.2 32.9 0.59

心枷林淺出液+1•めれ 1(X) 10.0 35.5 53.6 1.51

12 卜 ガ驟 ラ 心材紛末の色 J6 29.2 35.6 35.3 0.99

心材柠朱11ICI+ILO く直後> 皿 71.8 17.8 10.4 0.58

冋 何 冋(舐時間役> 10 77.6 11.2 11.2 J.OO

心材粉末メタノー・浸出诚の色 OT 10.9 70.8 18.3 0.26

心材粉末橈出液•IHCI. 3 100 56.3* 32.9 〇關

心材紛求筏出液+ FcC也 18 G4.6 14.1 21.4 L的
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时’植物名 試 就 方 法 色調 分 •折色 (?/» !色 BtfStt
No. ひつ 咐«耕白塀色板、’: (、加

13 ッ ガ心材粉末の色 10』 44.7 44.4 0.99

心材椅宋+HC1+JLO 3後: ) 20 35.3 35.5 9.2 0.26

RJ 时 l“Kti時間後,1 553 17.8 26.9 161

心相折:米メタノール注出液の色 洒 10.9 70.8 1S.3 0.26

心材紛末浸用液+HCI. 15 10.9 44.7 44.4 0.911

心付給米芒出液时总張 喝 43.8 22.4 33-8 1.51

14 コメツガ心1S粉末の色 13 】0山 44.7 44.4 0.09

心村粉末•H【C1+JIJ_O (.tfilft) 5 43.8 22.4 :以8 顷

的 M MC©aJinilft) 8 55.3 17.8 26.9 1.51

心材份ふメタノ ール注出海の色 W 10.9 70.8 18.3 0.26

心材一松出液+HCI. m 10.0 5(1.2 33.9 ().59

心材忱K浸出波+ドcCL 95 65.3 17.8 20.9 1.51

15 タ ウ ヒ心村汾末の色 7 10.9 70.8 18.3 0.26

心材粉末HICl+IJO く直後) 2 55.3 22.4 23.3 I.W

f-J M P-KKWinPft) 7 64.5 14.1 21.4 1.52

心材扮木メタノ・射注出波の色 0" 10.9 70.8 18.3 0.M

心材命水波徂・+HCL 4 10.9 56.2 32.9 0.59

心材粉末茂出液十FcCL »9 10.9 44.7 44.4 0.99

16 ハリモミ心材粉末の色 7 10.9 56.2 32.9 0.50

心材射末4-IICI+II. 0 CtfHS) 2 〇4.0 28.3 7.3 1 〇 •河

l"J b-J MGK 時間後) 10. 43.8 17.8 38.4 2.1G

心材粉末メタノ ー a注出浪の色 99 10.9 70.8 18.3 0.26

心村粉水浸出液+ HCI. S 】0・9 53.2 32.9 0.59

心材粉米浸出fft+FoCh 叫 10.9 44.7 4-1.4 0.09

17 ビメパラモ=心材汾東の色 4 104) 44.7 44.4 0.99

心材扮术+HCI + ILO Ctfi/Je) 43 65.3 35.5 9.2 〇»2<5

冋 1"! 冋«數〇上間後) 10 64.5 14.1 21.4 1.52

心材耕末メ"ノ ー〃茂出波の色 99 10 9 70.8 18.3 0.20

心持粉本注出液+HCI. 32 29.2 44.7 20.1 0.85

心材粉よ注HI液+FeCJ；： 97 43.8 23.2 28.0 0.99

18 ャツガタケタウヒ心材份朱の色 3 10.9 70.8 18.3 0.86

心材對宋+Hci+ir：c ctfiift) 88 43.8 44.7 11.5 0.58

R! M 同(皺昉岡後:)| 43.8 28.2 38.0 0.M

心材材末メ"ノーレ注出波の色 08 10.9 70.8 18.3 0.26

心材机K注出浪+HCI. 5 10.9 ' 70.8 18.3 0.26

心村粉末茂出»f+FcCla 100 10.9 M.2 32.9 0.59

39

分析色色謂
版的名 共 驗 方 法

黑KKS)竹風M

1リ アカエゾ マツ 心材雑末の色 4 10.9 56.2 32.9 0.69

.C4m^mei+H.o く脉) 08 •13.8 35.5 20.7 0.58

1-1 l<'J 1火戴時冏校:) 3 553 35.5 9.2 0.26

心け粉本メクノ ー,レ注出流の色 99 10.9 70.8 1S.3 0.2G

心材粉本・出浪+1ICL 4 10.9 56.2 32.9 0.59

心灯粉末注出液+ 98 10.9 44.7 卅 0.99

2〇 X ゾマツ心材酎末の色 6 10.9 56.2 32.9 0.59

心打材末+1心+1し〇 Cittift? 时 64.5 2S.2 7.3 0.26

同 P-J 村3典間世>! 3 64.5 22.4 13.1 0.58

心材”本メタノール注出液の色 9叫 10.9 | 70.8 18.3 0.26

心甘时本技;H液+HCL 4
10.9 '

56.2 32.9 
I

0.59

心材衿末注出浪卜FcCk 98 10.9 44.7 44.4 0.99

幻カラマツ心料的床の色 11 10.9 44.7 44.4 0.99

心材扮末+HCI+H.0 «直｛幻 85
71.8 1

22.4 5.8 0.26

1-1 1"J 同(數時間後) 15 64.5 14.1 21.4 1.52

心片紛ボメタノーレ淺山液の色 98 10.9 70 8 18.8 0.26

心行粉朱注tH液+IICL 4 10.9 56.2 32.9 0.59

心付粉末注出液十&Ch 2) 82.2 70.8 10.72 151

22シコタンマツ心材粉末の色 7 2X2 44.7 26.1 0.58

心村粉末十(亜後:) 87 71.3 17.8 10.4 0.5S

的 !'•! 同(说時牌検> 99 55.3 22,4 22.3 1.00

心代粉K メ共ノー 射注IH液の色 9ft 10.9 70.8 18.3 0.26

心材冷來注出液+ HCI. 3 10.0 56.2 32.9 0.09
！ 心材粉木沒由談+玖％ 14 82.2

•
7.08 10.72 1.51

23テウセンマッ心材的末の色 G
1

10.9 417 44.4 0.99

心材籾术•卜1【CI + 11：<)5［後) SO ' 64.5 14.1 21.4 1.52

1"J 呵 1可く旳争問勧 92 83.2 14.1 3.7 〇<26

心村粉木メタノ ール浸m浪の色 叫 10.9 70.8 18.3 0.23

心材附木淺出液+HCI. 4 10.9 66.2 32.9 0.69

心材粉末祛出液+ Fc% 20 64.6 11.3 24.3 2.17

24 ヒメコマツ心材汾术の色 4 10.9 70.8 1 1S.3 0.26

上材 »jR+HCi+n2o<•俊 81 55.3
35.5 1

9.2 0.2G

冋 的 噸飲听冏齢 93 71.S 17.8 10.4 0.M

心村粉聚メ水ノー n,注出溶の色 90 10.9 70.8 18.3 0.25

心材む末注出液+IICL 3 10.9 56.2 82.9 0.59

心材扮"実出液十FeCl, 22 i 77,6 9.91 13.49 1.51



40

砌 
No. 植物名 試 版 方 法 色湛 

(.1O

分 Vi 色 く％)

負)|白no村他SKV

色量保數 
)Q V/W)

25 アカマッ 心材粉宋の色 1 i 10.!) 44.7 14.4 0.09

心材砂+HC1+IG0 CtfLfS： ) 71 > 64.： > 28.2 I 7.3 0.26

h r-J ”く數叫:冏後一 > 皿 77.( i 17.S 4.6 0.20

心材份末メタノ ー,レ浸出液の色 , 93 io.r , 70.8 38.3 0.26

心材粉末浅出液+HCI. 4 10.C 55.2 32.0 0.59

心材給米注出波+ MC虹 n 43.8 17.8
1

33.4 2.16

26 クロマッ
1
心村粒未の色 12 10.9 "7 41.4 0.99

心 MW^ + IICb|-H2O 3C 後ノ 76 77.6 bl.l 8.3 0.59

M M 间(數時間後) 84 77.6 17.8 4.6 0.20

心材粉米メタノー,レ注出液の色
〇 10.9 70.8 18.3 0.30

心材粉末艾m液+hci. 〇 10.9 6'；.2 32.9 〇•5!>

心村粉本茂出液+1ん鴨 7 43.8 22.4 
1

33.8 1.51

27 落 羽 松 心村籾末の色 6 10.9 70.8 18.3 0.26

心材粉末+HC1 + ILO く五後') 39 77.6 7.08 15.32 2.16

M 冋 1板數時問機) 40 82.2 8.01 8.89 1.00

心材粉末メタノ -,レ淺出液の色 99 10.9 70.8 18.3 0.26

心材折米注出液+ HCI. 28 10.9 44.7 44.4 0.99

心村粉末浸出波+F9I3 06 65.3 14.1 30.6 2.17

28 ス ギ 心材粉末の色 16 10.9 44.7 44.4 0.99

心材粉末+HC1+比〇 EI後) 19 71.8 8.91 19.20 2.16

In] 舛 1司<歌時間後) 23 71.8 8.91 10.29 2.16

心材符术メタノー,レ浸HI液の色 17 10.9 22.4 66.7 2.98

心材物水浅出液+IKH. 15 29.2 17.8 53.0 2.98

心材粉末浸出波+FcC13 101 S2.2 11.2 8.G 0.77

29 タイワンスギ 心材粉末の色 16 64.5 11.2 24.3 2.17

心材价水+ HC1 + I0O (rfiVft) 21 82.2 4.47 13.33 2.98

的 呵(數心か後:) 21 88.8 4.47 6.73 1.61

心材粉木メタノー,レ浸出液の也 29 43 S 4.47 51.73 11.57

心材粉末錢出液+HC1. 2G] &5.3 ； 3.55 41.15 11.69

心材粉末技出液+ FcC& 88.8 1 5.02 5.58 0.99

30 力ウヤウザン 心村粉末の色 8 10.9 44.7 44.4 0.99

ル村w^+uci+ni〇 Cifii%) 5 64.6 13.2 2.43 0.22

网 同 同<敵昭間後) 15 43.8 22.4 | 33.8 1.61

心M材まメクノ ーA»义出液の色 〇 10.9 35.5 53.6 1.51

じ、材粉・注出液+HCI： 12 10.9 22.4 66.7 2.981

心材粉末淡出液+ FcC】3 4 77.6 11.2 11.2 1.00

4!

ぶ’：
Ns 施 物名 試 驗 方 法

色調 
くめ

分析色<％) 

ma^|6fitcw)|fettcv)
色髭保數 
om

31 力ウヤマキ 心付粉米の色 5 10.9 70.3 18.3 | 0.26

心持粉末+HCI+JGO CQIIS 65 71.8 17.8 10.4 0.58

何 ！-1 1-JCEiBJ 冏む 77 71.8 17.8 10.4 0.53

心対粉辰メタノ ール泓出液の色’ 100 29.2 44.7 26.1 0.55

心材籾术末由波+IICI. 37 71.8 56.2 22.58 0.40

心时切木注出液十FcCL 3 29.2 38.2 42.6 1.61

32 ア スナd 心材粉末の色 4 10.9 44.7 44.4 ： 0.99

心的持末+hci+h3o く強後) 97 77.6 17.8 4.6 0.26

l"J I'-J 戚歐噓間役) 10 65.3 22.4 23.3 1.00

心材粉末メタノー[レ注出液の色 99 29.2 44.7 25.1 0.68

心材粉本剤液+HCI. 27 29.3 44.7 部.1 0.58

心材統末没心液+ド心3 98 83.2 11.2 6,6 0.59

33 1 ネ X コ 心特优末の色 9 43.8 28.2 28.0 0.99

心忖粉末+11CI + 1板〇 (直枝) 14 71.8 17.8 10.4 0.58

冋 同 bKfitui'HUlft) 17 71.S 8.91 19.29 2.16

心材粉本メタノ-ル没出液の色 18 10.9 11.2 77.9 〇<95

心材椅术沒III旋+UCI. 16 29.2 11.2 59.6 5.32

心村粉末淡;H液只站％ 16 82.2 7.08 X0.72 1.51

34 ヒ ノ キ 心忖为末の色 8 10.0 35.5 53.6 1.51

心忖扮末+115+112 Cifitn 25 43.8 44.7 11.5 0.20

l"J 同 【,虻散時問修.) 20 29.2 28.2 42.6 1.51

心村扮木メタノ -と注出液の色 1 10.9 70.8 18.3 0.20

心材粉末注山液+[ici. 10 10.9 35.5 33.6 0.95

(心材衿末注出液+卜〇〇3 99 10.11 22.4 GG.7 2.98

35 サ ハ ラ 心材衬米の色 12 10.9 38.2 60.9 2.16

"、村松本51CI + IRC く此後) 27 64.5 8.91 26.69 2.98

1") 同 冋く敛呻間役> 25 71.8 8.91 10.29 2.16

心村協术メクノー,レ浅出液の色 7 29.2 22.4 48.4 2.10

心村阶・な淺出波+HC1. 24 55.3 11.3 38.5 2.091 心村持末汪出波十FoCh 14 55.3 14.1 30.0 2.17

36 * ズミサシ 心水の色 7 10.9 , 38.5 53.0 1.51

心材由末+ HCI + H：O く直後、 9 64.6 28.2 7.3 0.26

同 ！'■! 网(做時冏後) 7 55.3 17.8 23.9 1.51

心材紛本メ ・ / -・レ浸出液の色 1 29史 56.2 14.6 0.20

,心特忖末波出流+ HCL 9 10.9 22.4 66.7 2.98I
心村扮米茂出液十1七％ 4 ( 88.8 7.08 4.12 0.58



第 四 岡 PL. IV.

番

號

No.

栖物名
Plant names

心材粉末原色

Colour of
Heartwoofl |xnrdcr.

心材粉末+鹽酸+水

Henrt\nxxl-powder + IICI + 11>0

加用道:後の色 
Colour obtained 

inslantly.

加用數時間後の色

Colour, after 
several hours.

__________________

1

イテフ科 
GINKGOACEAE

イ テ フ

Ginkgo bilobn L・

、、 • •

2

イチヰれ 

TAXACEAE

イチ・
Taxits cuspiclata
SIEB. cl ZUCQ

• • •

3 カ ヤ
Torrent nucifera (JQ 

SIEB. ct ZUOC・

• •

4

マキ科
PODOCAIiPACrCAE

イヌマキ
P(xlocaqHiH mnorophyllus

D. DON

• •

5 ナ ギ

Podoonrpus Nngi 
ZOLL. et MORITZ.

\ J

• •

6

イヌガヤ:14 
CEP1IALOTAXACEAE

イ又ガヤ
Ceplialotaxus druiMwea 

SIEB. ct ZUOG.

ノ— 
f

•6



第 五 岡 PL. V.

番

號

No.

< 物名 

1*1:111( names

心材粉末原色

Colour of
I lcartwood-i>owdcr.

心材粉末+鼬酸+水

IIcartwoo<l-i)ow<ler + HCX + 1も 〇

加用直後の色
Colour obtained 

iiistantlv.

加用數時間後の色
Colour, after 
several hotire.

7

マツ科
PINACEAE

モミ亞科
ABIICTOIDKAE

モ S
Ahis firntn SIEB. Ct ZUCC.

ソ•^*—-***

• •

8 ウラジロモミ

Abies haniolcpis 
S1EB. et ZUCC. J

• •

9 アヲモリトドマツ

Abies Maricsii AIAST.

/ 1
• •

10 シ ラ ビ

Abies Veitchii IJNDL.

{

y一

• •

11 トドマッ

Abies siichalinciwis 3IAST.

• •

12 トガサハラ
Pscudctsuga jajKinica 

(,SH1EASAWA)BKISSNEI

• •



第 六 岡 • PL. VI.

番

號

No.

M 物名
Plant tuuncs

心材粉末原色

Colour of 
HeartwocxV ^wder.

心材粉末+鹽酸+水

Heartwood-powder + IICI + 1氐 〇

加用近後の色
Colour obtnincxl 

instantly.

加用敷時間後の色
Colour, after 
several houis.

13 ッ ガ

T哄 SieMldii CARR

jJk
ゝ

• •

14 コメッガ

nv>iga dlveraifolia MAST.

•
• •

15

16

タ ウ ヒ

Piccn hundooiwiH MAYR

• •

ハリモミ

Picca ix)lita CARR.

1— • •

17 ヒメバラモミ

Picea Mzixiinowicxii
K1CGEL

)
• •

18 ャッガダケタウヒ

Picwi KoyaMd 
SIHRASAWA

r • •



第 七 岡 PL. VII.

番

號

No.

植物名
Plant nnincsi

心材粉末原色

Colour of 
]Icartwocxl-iKWilcr.

心材粉末+鹽酸+水

Heartwood-powder + FICI + H2O

加用直後の色

Colour obtained 
iixstmdly.

加用數時間後の色
Colour, after 
several hours.

19 アカエソ

Picca Glchnii MAST.

•

\ ■
20 エゾマッ

Picea jew曲巾 CARR.

• •

21 カラマッ
Kacuipfbri 

CI.AMB-) SARGENT

• •

22 シコタンマツ

J arix tlnhurim TURCZ. 
var. j叫x)nica MAXIM.

• •

23

マッ亜科
I・】NO】DEAE
ラウセンマッ
Pinun Waiciwis
SIEIl ct ZUCC.

• •

,24 ヒメコマッ

Pinus Himdcomatsu
»UYABE. ct KU I)〇,

-～ヽ • •



第 八 圖 PL. VIII.

番

琥

No.

柩物名

Plnnl iimnCd

心材粉末原色

Colour of 
I Icartwool-iKwdcr.

心材粉末+盥酸+水

I Iciirtwood-iwwdcr + IICI + II-0

加用直後の色 
Colour obtained 

instantly.

垢用數:時間後の色
Colour, after 
several hourt.

25 アカマッ

Pinua dons； flora
SI HR. 3 ZUCC.

• •

26 ク ロ マWッ

Pinin TlwinbergH PAUL.

/
/

• •

27

ヌマス¥*!• 
IJ、N)PITYACEAM 
CTAXODIACEAE)

ラクウショウ 
Tnxoliuni ilibticuin 

くし)RICH. □ •

28

ス ¥科
CKY RrOMERTACEAE

ス ギ
Crvptomcria jnponica 

U DON

• • •

29

タイワンス¥科
TA】、VANIACEAE

タイワンスギ
Taiwniiia cryiitonicrioidcs 

HAYATA

• • •

30

力ウヤウザンネ斗 
CUNNINGHAMIACEAE

力ウヤウザン
Cunninghiunin lanccolntn 

CLAMBOIIOOK.

•



PL. IX.第 九 岡

番

觥

No.

柄物名

Plant 睥！I心

心材粉末原色

Colour of
1 Ieartwoo<Vi>owiler.

心材粉末+鹽酸+水

1 Icarlwood-powdcr + HCI + 112 0

加用疝後の色
Colour obtaineJ 

instantly.

加用數:時間後の色
Colour, after 
ecvcral houn>.

31

力ウヤマキ矛斗 
SCIAD0P1TYACEAE

力ウヤマキ

zindopitys vcrtioillata 
SIEU.'et ZUCC.

• •

32

ヒノキ科 
CUPRESSACEAE

クロベ亞科
TI1UJOID1C.\E
アスナ °

Thujoijsis dulabrata 
S】EB・ct ZUCC・

('

\

• •

33 ネ ス コ

Tluija Stsndishii CARR.

• • •

34

ヒノキ蔻ネ斗 
CU1-RESSOJDEAK
ヒ ノ キ

CliujDacoyiinris obtu^i 
SIEB. et ZUCC.

• •

35

36

サ ハ ラ

Clmnuico>qMiris pwifem 
SIEB. cl ZUCC.

i

• •

ビャクシン亞料 
•TUNIPEROIDEAE
字スミサシ

Jnnipcrus rigidi
SIEB. ct ZUCC.

• •



第 十 圖 PL. X.

番

我

| No.

植物タ

Plant Namw

心村餘宋’メチ" 
ァ・コー ,レj SIH 
液の色

Colour of methyl- 
alcohol extmot of 
heartwood powder

心材粉未r メチレ 
ア"n _ Qj 浚HI 
液に
し場合の色

Mcthyalcohol ext, 
+ HC!

心材粉末rメチQ 
ア能つー〃」HHI 
液l：E8化箴液な涌 
下せし場合の色

MethyJaloohol ext 
+ EeCl3

1

イテワ科
GINK(!OACEAE

イ テ ウ

CUnlcgo biloba L.

・ゝ •
2

イチヰ科
TAXACEAE

4 チ 井
Taxus cuspiilata
SIEB. et ZUCC.

• • •
3 カ ヤ

Torrcyn nuoifera (JQ 
SIEB. ct ZUCC・

•

• •
4

マキ科
PODOCARPACEAE

イスマキ
Podocarpus mnorophvllut$.

D. DON

ヽ
• •:

5 . ¥
PodocarjniH Nagi 

ZOLL・ el MORITZ.
逐‘孑

6

イヌガヤ科
CEPHAT.OTAXACEAE

イ ヌガヤ
Ceplmlotoxiw dmpacca 

SIEB. et ZUCC.

(
• •



第十 岡 PL. XI.

番

No.

植物名 
Plunl Namea

心时椅末r メチセ 
ァンつーセ」泾川 
液の色

Colour of methyl- 
alcohol extract of 
livnrtwixxl j>ow<ler

心材対未「メチ" 
ア・n - 浸出 
液に登技4•加用せ
し堤合の色

Mctb>-aloohul ext. 
+ HCI

心村粉衆rメチQ 
ァ府コー〃」J2II1 
液に堕化慢液を滴 
下せし場合の色

MclhyJalcohol exL 
+ F© C)3

7

i^NACEA铲

モミ亞科 
ABIETOIDEAE
モ ミ

Abies Gnna
SIEB. ct ZUCC.

J (

尸'x 
!

一 "

8 ウラジロモミ

Abies hotnolcqiis 
SIKB. ct ZUCC.

•

9 アヲモリトドマッ

Abies Mariwii MAST.

■
■

10 シ ラ ビ

Abica Vcitdiil LINDL.

/—ヽー

11 トドマッ

Abies saehalhiciiais AtAST.

/ r
V

12

1

トガサハラ
Pscudokuxa jnponiat 

CSinRy\SAVVA)BE!fSNF：R C
•



第十二岡 PL. XII.

番

號

No.

植物名
IHnnt Names

心村粉末「メチ" 
アセn —ル」技出 
液の色

Colour of methyl- 
alcohol extract of 
heartwocxl i>ow<ler

心材粉末’メチ" 
アiVn -レjミ变出 
液に我酸を加用せ 
し毋合の色

Mctbynlcjohul ext.
+ HC1

心村粉来「メチレ 
アンコー能j gm 
液に锤化钗液な沥 
下せし場合の色

McthyJaloohol ext. 
+ Focn

13 ッ ガ

T5URa Sidx>l(lii CARR.

I
ゝ J

ぐハ

14 コメッガ

Tsugn divcrsifblia MAST.

» •

15 タウヒ

Picea hoiulocnHirt MAVR
—

ー ー

(
•

16 ハリモミ

Picea polita CARR.

ヽ
•Wlrg \ ・•’ \

17 ヒメバラモミ

Picen Mnxirnowioxu 
REGICT.

( V 1 •

18 ャツガタケタウヒ

Picea Koyiunni
SHIBASA ヽVA

ヽ .X



第十三岡 PL. XIIL

番

號

Nq.

植物名
Plant Names

心村粉來r メチレ 
7 iv a - jv j Km 
液の色

Colour of methyl- 
alcohol extract uf 
heartwood powder

心材粉末「メチ何 
ァリn ーレ」没出 
波にa«4-tn用せ
七場合の色

Mcthj^aloohol ext.
+ HC1

心材粉末「メチ" 
アQコーわj SIU 
液に風化緻液な両 
下せし場合の色

Mcthylalcohol ext 
+ 1淄

19 アカエゾ

Ficca (Melinii MAST. 〇:
20 エゾマッ

Piera jczocnsw CARR.

し

21 カラマッ

I.nrix K:iCinp(eri 
CLAMBOSARdENT

( I •
22 シコタンマッ 

luirix clahurica TU11CZ. 
var. jaixjnicii MAXIM.

/ ( •
i

23

マッ亞科
PINOIDEAE
テウセンマッ
PiiniB koraiciisis
SI KB. Ct ZUOC.

jX
/

/
(
V •V •

24 ヒメコマッ

Pinus Hiinekoinatsu 
M1YABE et KU"

厂

1
y ■

ー、、
/■ •



第十四圖 PL. XIV.

1番

た

No.

柩物名 
Plant NamcH

心村粉末rメチ" 
ァレn 一"』fi|l| 
液の色

CJoloiir of methyl- 
alcohol extract of
heartwood i)owdcr

心材皆末「メチレ 
ァレコ-“j am 
液に宣技た却用せ
し堤合の色

Mcthralcohul ext.
+ nci

心材粉来r メチ但 
ア田n-iVj SHI 
液に鹽化鐵液％诵 
下せし出会の色

Mcthylalooliol cxL 
+ Focr3

25 アカマツ

Piniu cleiisif loni 
SIEB. ct ZUCC.

/
( 

ゝ、

•

26 クロマッ

Pin雨•J'hunbergii PART.. —

•

27

ヌマスギ科 
lIMNOPri'YACEAE 
(TAXODIACEAM)

ラクウショウ
Taxodium disticniin 

(IQ RICH.

• •

28

ス¥科
CRYPTOMERTACEAE

ス ギ
CrvptonwriR japonica

D. DON

• • •

29

タイワンスギ科 
TA1WANIACEAE

夕イワンスギ
Taiwania ciyptomerioidcs

HAYATA

• • •

30

力ウヤウザン科 
CUXNINGIIAbnACEAE

力ウヤウザン
Ginnlnxl^niia Innceolata 

くLAMB.) HOOK.

4 ] • •



第十五圖 PL. XV.

番

は

No.

a 物 +

Plant Nnmvrf

心村粉末r メチ" 
ア rt/n — IV J HHI 
液の色

Colour of methyl- 
alcohol cxtnict of 
hcartwotnl j>ow<lcr

心材粉宋「メチレ 
ァ胡n -レJ浸IH 
波に鹽液4"血用せ
U5合の色

Mctln-alcohol ext
+ HC1

心材粉宋.メチリ 
ア HHI
液に鹽化傲液布洒
下せL歩合の色

Methylal001101 ext 
+ F0CI^

31

力ウヤマキ料 
SCIADOPITYACEAE

力ウヤマキ

Soiaclopitya vertioillnta 
SIEB. et ZUCC.

/
1
乂

• •

32

ヒノキ科 
CUPRI<SS.\CEAE

クロベ亞科 
THUJOIDEAE
アスナ ロ

Thtyot^Ss dolnbrata
SIEB. ct ZUCC.

• •

33 ネスコ

Tliujn Stondishii CARR.

• •

■
•

34

ヒノキ亞科 
CUPllESSGIDEAE
ヒ ノ キ

Clutnmeoyimris obUrrni 
SIEB. et ZUCC.

X •ヽ サ ハ ラ

UliamaCcyinrfs pisilera 
SIEB. ct ZUCC.

•ヽ

ゝ’ ノ

• •

b

ビャクシン亞科 
JUNHEROIDEAE
ネスミサシ

Juniperus rifiidn
SIEB. et ZUCC.

•
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